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診調粗 慢－1  
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3 調査積果  

平成20年度調査における下記の調査について集計を行った。  

集計対象叡（病院）  

平成20年度慢性如入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

1．調査の目的  

療養病棟入院基本料眉の医療の実態を調査し、診療報酬改定の検討資料とするこ   

とを目的とした。  

2．調査対象・調査方法  

平成18年度臍査の方法を踏襲しつつ、患者分類に基づく包括評価導入に伴う配   

置職月、患者構成、コストの変動帯、医療療養廟床の実態の調査を実施した。  

調査施設数は、全国の医療療養病床を有する病院及び診療所から原則として無作   

為抽出を行い、病院700舶、診療所650施設とした。   

（1）施設特性調査  

平成21年3月1El時点で療兼病棟入院基本料又は有床診欄所療養病床入院基   

本料を算定している保険医療機関を対象に、職員配tの変動及び入退院患者数、入   

退院患者の患者分類区分、入床元・退院先、入退院理由等の入退院患者の状況につ   

いて調査を実施した。  

（2）患者特性調査  

平成21年3月1日時点で施設特性調査を行う医療機関に入院している患者に   

対し、年齢・入院期間・医療区分辱の基本属性や捷供されている医療サービスの内   

容について臍査を実施した。  

（3）コスト調査  

平成20年10月1日時点で療養病棟入院基本料を算定している保険医療機関   

を対象に、調査対象医療機関の人件費、減価償却兼、医薬品責、材料費等の払い出   

し土等について調査を実施した。  

（4）レセプト調査（病院、診療所）  

患者特性隅査を実施した病院及び有床診療所における療養病棟入院基本料又は   
有床診療所療養病床入院基本料が算定されている入院患者の平成21年1月診療   

分の診療報酬明細書を用い、療事病棟入院料A－E等の算定状況、医療区分の該当   

状況等について調査を実施した。   

（5）レセプト椚査（国保支払い分）  

全国の療養病棟入院基本料又は有床診療所療兼病床入院基本料が凛長されてい   
る入院患者の算定状況を把塩するために、国民健康保険からの支払いに係る者のう   

ち約12．500件（平成21年1月細分）の診療報酬明細書を収集した。  

l  

件粁  

調査票  （参考）  

平成20年度萱淘査  
平成18年最終i   

1．施設特性調査   136施設   85施設   

2．患者特性調査   136施設   85施設   

3．コスト雷局蛮   44施設   69施設   

4．レセプト調査（病院）   ● ■揖．・   69施設   

5．レセプト調査（園保支払い分、病院）  12．561件  115．409件   

集計対象数（診療所）  

件数  

鱒査霹  （参考）  

平成20年度鯛眉  
平成18年度調査   

1．施設特性言局査   97施設  

2．悪者特性言局査   96施設  

3．レセプト調査（診膚所）   640件  

4．レセプト調査（国保支払い分、診療所）  935件  

（注）平成18年度調査では、診療所（109施設）における患者分類分布の調査のみ実施。  

平成20年良性任期入院医療の包括評価に関する鯛壬J  

く施設特性調査（病院）集計結果〉  

1島本情報  

■施設規襖別施設数割合（総病床数）（n＝136）【国表1】  

平成20年度   

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

施設特性調査   

（病院）  

（蓼考）「平成18年医■施政■壬（勤熟■董）病魔報告（全可ヰ）上纏  
算9表 病院数、病院一所床の積類・痍床の規慎別 療養痍床を著するホ院」より（∩＝4243）  

31．gl  

21．0ヽ  

18．9l  

0・710．4…2ヽ0．0％0，3l  



2 病床数の増減状況（136病院）  ■承琵等の状況別施設数【図表2】  

承認等の状況   施設数   
1．地域医療支援病院   

2．病院群輪書制病院   33   

3．在宅療暮支援病院   3   

4．地■連携診療計画t】事病蹟   0   

5地填遺構診■汁蘭に妃覿された連携医■機関   42   

■医療療手痛棟の病床数が増減した病院における病床数の変化【国表ヰ】  
（平成21年3月と平成20年3月との比較）  

医環環暮病棟の  
病床数が減少した病院  

病院数  電べ疇床数  病院数  iべ痍床徴   

①医療療養病棟   
12  －275  18  542   

②上記のうち   
病床数全体耗サ減分   

0   0   3   55  

③差し引き（（彰一②）  

－245  487   
病床数全体の増■を聴いた医療療暮病棟の増濾劇   

内訳）一般病床の特殊疾患療養病棟   2   ＝‖   

内訳）一般蠣闇の陣書尋施設事入扶墓★料算定■♯   3   62   3   】13   

内訳）その他一級病床   5   丁   9  －139   

内訳）療養病床の回復期リJ叱‘リテーシ】ン病棟   7   183   2   －20   

内訳）精神病床   0   0   0   0   

内訳）医療保険その他   0   0   －50   

内訳）介孟l療養病床   3  －100  ＝  叫小帽   

内訳）介護保険その他   12   2   54   

■入院纂本料等加暮施設数（社数回書）【図表3】  

項目   施設払   
鯵＃級t理体制加暮   32   

■暮病棟療養環境加算t   78   

覆雷病棟■暮1墳加算2   16   

■霊病樺■義環境加暮3   29   

覆暮ホ繍■暮1墳加算4   9   

兼義t】里美施加井   123   

匿女安全対策加算   川   

4 医療療暮病棟における入退院患者の構成の変化  3医療療養病棟における書入配直の変化 く20年2月→21年2月）  

■医療療捌における■■1人当たり患者数のま化【図表5】  
（20年2月→21年2月）（n＝122）  

■医療療暮病棟の入院元別100床当り新入院（転機）患者数および構成比【図表7】  
（n＝12g、単位：人）（平成21年2月中）  

入院（転檀）元  患者数  ≠成比   

自宅（鋏問診■、訪問暮護専 なし）   1．88  12．ユI  

自宅（l方問診療、訪問書雄琴 あり）   0，51  ユ81  

有料老人ホーム零■   0．28  乙0ヽ  

介覆老人神社施設（特別養護老人ホーム）  03丁  2．丁ヽ  

院外                                介雄老人保t施設   8．49  ユ‘ヽ  

他の医療職聞の一般病床   39．1l     5，28  
他の医療職醐の医療震暮病床   0．3l  上ユヽ  
他の医療撫鵬の介護療暮病床   ロ．03  0．2ヽ  
他の医療機関の回復期りJ守一一片－シ】ン病棟  0．25  l＋サl  

他の医＃機関のその他の病床   0．03  8．2ヽ   

自宅（坊間診療、訪問事覆讐 あり）   0，Og  0．7l  

雷料老人ホーム等ま   0．09  0．7l  

介捜老人橿址施設（特別事績老人ホーム）  0．02  0．†ヽ  

（再沌）  0．37  2，7l  

陳外のうち 同一法人内  l40  10．飢  

の土l合  0．06  ○●ヽ  

他の医療職帥の介護■霊ホ床   0．00  0．01  
他の医療機朋の回復期リ一叱●リテ一泊ン病棟  0．07  05l  

他の医療機朋のその他の■床   0．00  0．肌   
自隕の一般病床   3．◆2  之5．1l  

∈‖島の回復期リハビリテーシ1ンホ捜   0，16  1．Zl  

台陳の亜急性期病床   D．00  0．0ヽ  

院内                       自既の特殊疾書ホ捜（入院医療t理科）  0．00  0．仇  

自院の障書手施設等入院よ本科暮定病棟  D．29  乙2l  

白餅の介購療養病床   8．35  2．飢  
自陳のその他の病床   0．07  0，5ヽ   

不明  0．04  0コヽ   

合計  13．52  1（X）．仇   

平成20年2月  平成2】年2月   

平均†■   15．7   15，4  

中央且   t5．7   153  

事績≠■1人  当たりの患者数                最小鑓   t7   
5．1  

1大檀   330   275  

■華傷蓋   4．7   t3   

平均橿   t5．8   156  

中央†■   t5．7   153  

書檀補助者】人  
当たりの患者数                書小1   2．5   ■5  

丑大t   31．S   38，0  

橿準礪蓋   ●．3   ヰ．■   

※2期間において医療療兼病棟を有する共通病院（122病院）を集計。  

■医療療兼貞則こおける暮Al人当たり患者数の責化【国表6】  
（18年11月→20年2月→21年2月）（n＝22）  

平成用年11月  平成20年2月  平成21年2月   

平均す   15．3   15．9   158  

中央鶴   t5．8   1t9   152  

事讃■鼻l人  当たりの懇書敷                    最小傭   8，   8．8   7．8  

1大鶴   20．4   調．0   2：I8  

欄準傭よ   3，5   4．8   35   

平均傭   15．2   18．，   108  

中央儀   1t，   17．0   183  

暮量l手i助書一人  

当たりの靂著裁                    丑小値   8．5   9．4   8．t  

1大†■   2■5   23，5   38．0  

櫓攣■蓋   38   ●．0  5．0  

※有料老人ホーム琴グループホーム、ケアハウス（経穴老人ホーム）を含む   

※3期間において、医療療養病棟を有する共通病院（22病院）を1計．  

※井出式  
■蹟■Al人当たりの患者数 ＝1日平均書手数／l事績師と遺書辻野の月延べ勤務時間数（日勤＋夜勤）／（月の日数X24時間）l  

暮椚肋書1人当たりの患者数ご18平均土手数／tt捜補助者の月延べわ滞時間数（日勤＋夜勤）／（月の日数X24時¶）1  

4  



■一般病床併餞なし医■療養病棟の入鹿克別100床当り新入院（転棟）点者歓【国表9】  
（再掲）（n＝66、単位：人）  

■一般病床併設あり 医療療暮病棟の入院元別100床当り新入陳（転繍）患者数【図表8】  
（幕縄）くn；；63、■也：人）  

入陳（転機）元  豊書蝕  ≠成比   

自宅（訪問診療、訪問■捜事 なし）   2．57  17．5ヽ  

自宅（訪問診■、妨憫■往事 あり）   0．79  5．3l  

有料老人ホーム零※   0．42  2．9l  

介且老人礪祉施設（特別義雄老人ホーム）  0．59  4．0l  

院外                                介櫨老人民社施設   0．82  5．6l  

他の医療■鋼の一般兢床   8．06  5■．8l  
他の医■櫨別の蚤覆療t■床   8．42  2．汎  

他の匪■牡朋の介護■霊■床   ¢．05  Olヽ  
他の匿■牡鵬の回す期リlゼリテーシ｝ン病棟  ○】1  i5ヽ  

他の匿■嶋開のその他の■珠   0．05  0．■l   
自宅（坊間診療、訪問暮穫書あり）   0．18  l．tl  

■網老人ホーム事撫   0．川  ト川  

介覆老人柵杜絶毅（特別業主l老人ホーム）  ○，02  0†ヽ  

（再穐） 快外のうち  0．85  ▲●ヽ  

同一法人内  2．小  18．1l  

の場合  m（追  0．Ol  

他の臣撫櫨朋の介オ■■洪氏   0．00  0．仇  
他の匿■櫨朋の回復期リハt■リテーシ】ン病棟  0．12  0，8ヽ  

他の匿■櫨開のモの他の■床   0．‘XI  吼0ヽ   
畠陳の一般■床  
自陳の国牡期り叱●■斤一泊ンホ♯  

白餅の蓋8性期■床  

院内                       自陳の特徴痍暮ホ棟（入陳匿療管理料）  

自陳の隷書書施設蠣入院暮本絹∫定病棟  
自蹟の介杖療暮痍床   0，15  3．1l  

自l味のその他の■床   0．12  0．n   

不明  0，0丁  D．5ヽ   

合計  】t73  tOO．（粍   

入院（転機）元  患者数  Il成比   

自宅（訪問鯵■、土方闘■雄琴 なし）   0．51  ●．3t  

自宅（妨聞鯵■、訪問■す事 あり）   0．t5  1．コm  

有料老人ホーム専★   0．0？  0．8l  

介護老人禰祉施投（特別義雄老人ホーム）  0．09  0．7l  

院外                                介王Ⅰ老人保■施設   0．D7  0．8ヽ  

他の医■牡開の一般■床   l．7¢  1l．仇  
他の医■機関の医療療養■床   0．†8  1．5l  
他の匿■♯開の介捜■賽■床   0．㈲  ・0．Ol  
他の匪★■別の回せ期リハビリテーシ】ン欄捜  0．11  0．淋  

他の巳■■別のその他の■床   0．（杓  0．Ol   
自宅（訪問書♯、訪問■農事 あり）   0．00  8．Ol  

事料老人ホーム讐■   0．（旧  0，Ol  

介護毛人神社施設（特別糞王暮老人ホーム）  0．02  0．2ヽ  

（再Il） 峡外のうち  0．02  0．2l  

同一法人内  0．之l  乙2l  

の場合  0．13  11ヽ  

他の瞳■機関の介護療養■床   m（X】  0．Ol  
他の匿■■鱒の国旗斯リJゼ帰一シ】ン■棟  0．（氾  0．仇  

他の匿■斗関のその他の■床   m00  0．0ヽ   

陳内  白扶の一般■床  7．1l  05．Ol   自峡の回復期り八ヒ▲l斤－わシ■繍  0．35  3．Ol   さ絨の主点性納■床  0．∝〉  0．Ol   自陳の特殊疾患■檀（入続医療t理科）  0．00  0．Ol   自陳の陣書手施設事入陳▲本科暮定痍棟  0．6l  5．6l   白餅の介醜女霊鋼床  0．！2  1．洲   自陳のその他の■床  0．00  0．01  不明   0．1乃  0．0ヽ  合計   1l．≦‖  100．Ol   
※礪料老人ホーム事：グノレープホーム、ケアハウス（軽霊老人ホーム）を含む  ※有料老人ホーム事：グループホーム、ケアハウス（経t毛人ホーム）を含む  

■一般病床併投あり医■療養病棟の由良産別1（知床当り退院賑練鳩手数【国表11】  
（再事l）（n三63、■位：人）  

■医■療養病棟の退院先別100床当り退院（転機）患者数および構成比【国表10】  
（n＝12g、暮色：人）  

遺蹟（転櫓）先  患看数  輔成比   
自宅（訪問鯵療、訪問書蹟事 なし）   2，58  22．1l  

自宅（訪問捗療、肋間霊峰蠣 あり）   0．88  5．Tl  

薔料老人ホーム讐攣   0．31  ヱ．7l  

介護老人柵址絶独（特別暮芸1老人ホーム）  8．12  ユ．8l  

院外                                介擾老人保優艶放   0．≦け  書lヽ  

他の匿■■綱の一般■床   0．99  8．6ヽ  
他の匿徽機朋の匿■療養ホ床   0．11  1．0ヽ  
他の匡★牧師の介旺正兼房床   0．04  0．4l  
他の匿■牡開の回復期り／ゼリラーhン病棟  0．00  0．0ヽ  

他のE■＋媚のその他のホ床   0．22  l．凱   

自宅（訪問診療、訪問暮Il事 あり）   D．I3  ト1ヽ  

青銅老人ホーム讐■   0．07  0．8l  

介護老人＃杜絶設（特別糞雄老人ホーム）  8．09  0．8l  

（再事l） 院外のうち  0．12  3．6l  

同一法人内  0．13  ト1ヽ  

の疇合  0．02  0．為  

他の医■檎叫の介覆♯義病床   0．∝l  0．0l  
他のE■機Mの珂Ⅷ川椚J叱－リ子－シ】ンホ棟  0．の  0．仇  

他の匿丘機臍のモの他のホ床   0．【XI  0．Ol   
自鏡の一触■床   l．39  12．0l  

白虎の画す期リ一叱－リテーシ】ン痍繍   0．1l  1．Ot  

院内                自統の憂患性斯■床  0．（〉0  0．0l   自陳の特殊痍上■ヰ（入陵匿■t理科）  0．（XI  0．01   台扶のヰ書書穐毅讐入快暮本鞘丁定病棟  8．tl  l．0■   自炊の介護ホ糞病床  0．37  3．2l   白焼のその他の病床  0．加  0．1ゝ  不明   0．0■  0．◆ヽ  死亡退恍   2．30  神，●l  合l†   Il．58  100．（h   

退院（伝線）先  患者勤  構成比   

自宅（訪憫診よ、訪問■躍事 なし）   15●  1■けヽ  

自宅（妨間鯵■、訪印書雄琴 あり）   l．12  8，仇  

有料老人ホーム讐事   0．3S  15ヽ  

介護老人橿祉施設（特別暮捜老人ホーム）  0．58  I＋1I  

快外                                介a老人保t施設   l．18  8．2l  

他の匪汝機開の一般■床   1．88  13．2ヽ  
他の医療七開の毘震■義■床   ○，○  1il  
他の医療機関の介護■糞■床   8，○ユ  0．2l  
他の医療牡蘭の回復期り∧ビl斤－シ】ン病棟  0．02  0．tl  

他の匿ホ機関のその他の■床   0．12  ひ＋lヽ   
自宅（訪問鯵■、鮪同書世事 あり）   ○，20  l．5l  

有料老人ホーム讐■   0．00  0．●l  

介護老人橿祉施設（特別暮櫨老人ホーム）  0．00  1◆ヽ  

（再事l）  0．85  ●．6t  

統外のうち 同一法人内  0．！‖  3，8～  

の場合  吼○●  0．Jヽ  

他の医療牡Mの介護★暮■床   0．叩  0．肪  

他の医療牡腑の回す期リ一叱■l斤一シ】ンホ柵  0．01  01l  

他の匿■■開のその他の■床   0．00  吼仇   
白焼の一般■床   m引  ◆◆ヽ  

自痍の回書欺リ一叱■脾一わン■♯   α05  0．3t  

白焼の重点性期■床   n（め  0．01  

隋内                       烏峡の特殊疾上■彿（入牒匿■t理科）  0．（〉○  0．01  

自隋の陣書書■鮫讐入陳暮本料暮玉鋼繍  0．05  0．3l  

自涜の介護ホ義病床   小関  ▲5l  

白焼のモの他の■床   0．05  0．鉢   

不明  0．05  0．3l   

死亡遺隣  115  22．3l   

合計  l●．10  】00．（札   

※有料毛人ホーム鬱：グループホーム、ケアハウス（畦文老人ホーム）を含む  

※■料老人ホーム讐：グループホーム、ケアハウス（軽t老人ホーム）を含む   



■医療療養病棟の入院時点の状態別1（旧床当り新入院（転棟）患者数及び構成比【国表13】  
（∩＝130、単位：人、％）  

■一般貞床併設なし医療療暮病棟の退兢先別100床当り退院（転機）患者数【国表12】  

（再掲）（∩＝66、斗位：人）  

平成20年2月中  平成21年2月中  

入院基本料区分  新入院 患者  構成比％  入院基本料区分  新入院 愚老  ■ヰ且ヽ   

入院基本料A  

入院基本料A   ◆1  25．4l   （糟鷹評価実施加算あり）  t．8  ＝Jヽ  
入院基本料A  
（幕ヰ繹麻美糀加賽なし）  l．4  1l．1l  
入」玩基本料B  

入院基本料B   4，6  28．ヰヽ   （糟オ評価実施加算あり）  ト8  14．Zl  
入院基本料B  
（鶉膚評価実施加工なし）  1．9  15．0ヽ  

入院基本料C  
全体  
（∩＝130）  

入院基ネ欄C   l．7  t3，3ち  

（泣知機能陣書加暮なし）  l．7  10．8l  
入院基本料D  

入院基本料D   l2  7．51   （蕎オ評価実施加嘉あり）  0．8  4．7ヽ  
入院基本料D  
（禰瘡評価実施加工なし）  0．5  3．且l  

入院基本料E   ■．2  25．9ヽ  入院基本料E   3．0  2：l．5！l  

特別入院基本朋   D，○  0．01  特別入院基本料   0．0  0．1l  

合計   t62  l00【n  合計   12．8  100．0ヽ   

医療区分3   4．1  254兄  医療区分3   3．2  25．4l  

（再掲）  6．6  41．1％  医療区分2   5．3  42．5†i  
医療区分別  
（∩＝130）  54  33．5～  医療区分1   4．0  32．0ヽ  

合I†   162  1（X〉．（h  会計   12．6  100．肌   

退院（l云檎）先  患者数  ≠成比   

自宅（訪問診♯、l方聞手王l事 なし）   2．52  】5．6ヽ  

自宅（訪問診■、訪問■農事 あり）   l．49  9．2ヽ  

有料老人ホーム讐＃   0．38  コ」ヽ  

介覆老人福祉施般〈特別養主筆老人ホーム）  0．70  tJヽ  

院外                                介雄老人保儀施担   1．3l  8．†ヽ  

他の医療機関の一触病床   2．55  15．弼  
他の医■■朋の医療療t瘍腐   0．28  1．丁～  

他の雲よ機関の介揖療養■床   002  0．1ヽ  
他の匿★機関の回復期り∧ビl片－わン病棟  0．03  0．2l  

他のE覆機Mのその他の■l末   0．∝l  0．21   

自宅（紡隅診療、訪問■護事 あり）   8．28  t．8l  

有料老人ホーム零細   0．05  0．3ヽ  

介凛老人福祉施設（特別書きl老人ホーム）  0，∝I  0．2ヽ  

（再掲） 院外のうち  084  5．2ヽ  

同一法人内  0．80  S．仇  

の場合  0．05  8．3ヽ  

他の匿■機関の介王l♯義病床   0．00  80ヽ  

他の医療機関の回復期り／叱－1斤十わン病棟  0．02  ulヽ  

他の医療■劇のその他の病床   0．α）  ロ0ヽ   
自院の一触病床  
自院の回復期り／叱－リテーション●l捜  

自涜の重急性期病床  
院内                       自院の特殊疾t病棟（入院医療t理科）  

自院の陣書著施設等入院暮本科算定病棟  
白焼の介護療暮病床   0．84  5．21  

自院のその他の病床   D．05  0．コt   

不明  0．05  0．31   

死亡退院  3．78  23．5～   

含書十  18．1l  100．【h   
※医療区分と入院基本料A－Eの関係  

※有料老人ホーム等．グループホーム、ケアハウス（軽費老人ホーム）を含む  

■医療療養病棟の退院直前あ戎独創1∞床当り退院賑捜鳩手数及び構成比【国表14】  
（∩＝130、単位：人、％）  

■医療療暮病棟の入院経路別1（氾床当り新入院（転榛）患者数【国表15】  
（n＝46、単位：人、％）  

平成21年2月中  

入院  
患者   

他院よりの紹介   6．Z  503ヽ   

自l完外来からの入院   34  27，▲ヽ   

予定人尿   2．0  】6．8l   

緊急入兢   0．6  t6ヽ   

救急ヰによる搬送   0．1  】．川   

i十   12，2  1（X〉，仇   

平成20年2月中  平成21年2月中  

入院基本料区分  退院 愚老  れ成比％  入院基本料区分  退院 患者  れ成比％   

入院基本朋A  

入鰐己基本料A   4丁  Jllヽ   （■■絆価実施加暮あり）  2．6  222ヽ  
入院基本欄A  
（禰オ辞ず実施加算なし〉  †．3  11．1≠  

入院基本料B  

入院基本料β   Z8  19．7†i   （書膚秤優美脆加∫あり）  n  9．4ヽ  
入院基本料B  
（＃膚評価実施加暮なし）  l．3  1t．1ヽ  

入院基本料C  

全体  入院基本朋C   
1．2  10．3l  

（∩＝130）  

入院基本料D   ロ  731  入院基本欄D （＃オ評価実施加暮あり）  0．8  5．tヽ      入院基本料D  
（禰■騨t実施加■なし）  0．3  2．6ヽ  

入院基本料E   ▲l  29．8ゝ  入院基本料E   ）．3  28．2l  

特別入院基本欄   0．0  0．0ヽ  特別入院基本料   0．0  0．仇  

合計   lt8  t00．（〉l  合I十   ll．7  100．肌   

医療区分3   4．7  32．1ヽ  区政区分3   3．9  33．3ヽ  

（再穐） 匡点区分別  4．5  30．TX  医療区分2   3．5  29．9％  

（n＝130）  医療区分1   55  37，Zl  医療区分1   4．3  3＄．8l  

合一ナ   tt8  】【－）．仇  合計   117  100．仇  

■医療療暮病棟の100床当り入院基本料等算定患者数【国表161  
（∩＝103、単位：人）  

項自   患者数   

在宅患者緊急入院診療加∫t   0．00   

在宅患者緊急人尿鯵■加■2   0，08   

享し幼児加井・幼児加算   0，ロブ   

HIV感染者療養す塊特別加算   8，○（l   

■虚皮膚欄■管理加井   l．89   

禰膚患者t理加∫   55l   

退院調整加暮1（退院支援計画作成加算）   t25   

退院；l整加暮2（退院加事）   0，88   

後期高l著者外来患者緊も入院診療加∫   0，38  



平成20年度憬性期入院医療の包括評価に関する調査   

（施設特性調査（診療所）集計結果〉  

1基本情報  

■病床数別施設数割合（∩＝；g7）【国表り  

平成20年度  

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

施設特性調査  

（診療所）  

■在宅療養支援施設数（n＝94）【国表2】  

在宅■暮支檀施敷である  
在宅療霊支檀施設でない  

■入院基本料響加井施設数（棟数回答）【図表3】  

2 病床勧と入院点者数  

■医療療養痍床の病床数が増井した診療所における病床数の劃ヒ佃衰4】  
（平成21年3月と平成20年3月との比較）  

匿■♯t病床の病床  

数が減少した診療所  
■●■■  延べ病床数  ■●■●  延べホ床数   

①医療療養病床   
2   12   

②上記のうち   
病床数全体純増濾分   0   0   0   0  

③差し引き昭）－②）  
12  病床数全体の増減を除いた医療療養病床の増減歎   

内訳）有床診療所入院基本料事定病床  2   12   

内訳）介護薇壬病床   0   0   8   

4有床診療所療兼病床基本料を算定している病床の入退院慮竜の構成の変化  3医療■霊病床における書■たtのま化（20年2月→21年2月）  

丁有床診療所■1病床暮本科を算定している病床の入院元別100庚当り新入院（転床）患者数  
（平成21年2月中）（n；86、単位：人）【国表6】  

t医療療暮病附こおける■■1人当たり患者数の文化（20年2月→21年2月）（∩＝ご13）【国表5】  

2q年2月  21年2月   

平均偽  t＋●   l．†  

中央価  9．0   8．5  

書雄職■1人  
当たりのま者数                t小僧  2．0   2．3  

最大値  16．0   lt，  

機準偏差  3．8   3．4   

平均傭  17．J   Il．9  

中央値  17．丁   tl．3  

看護補助者1人  当たりの患者数   ，．0  

最大価  2¢．丁   2t9  

穣準備差．  5．，   5．0  

入院（転床）元  最著敷  構成比   
自宅（醜聞鯵■、訪問■薫l琴 なし）   10．ヰ8  31．8ヽ  

自宅（訪問鯵ホ、鈍間■檀専 あり）   t．ユ8  1，2■  

有料老人ホーム事■   0．58  l，Tl  

介サ老人柵祉施設（特別書護老人ホーム）  0．23  0．71  

陳外                                介旗奄人保せ施設   0．81  乙4l  

他の医■機関の一般病床   5．88  】7．8l  
他の直積欄朋の匿■撫兼痍床   0．19  l．†l  
他の医♯横間の介覆療t病床   ¢．∝l  0．Ol  

他の医■機関の回牡嘲り／叱－リテーシ1ン病棟  0．ほ  8．3I  

他の邑農機開のモの他の鋼昧   0．，2  2，肌   
自宅（訪問診■、訪問手技讐 あり）   ¢．（将  ○，仇  

有料老人ホーム讐■   0．23  0．7ヽ  

介護老人樺址施毀（特別養量l老人ホーム〉  0．12  0．3ヽ  

（再事l） 鏡外のうち  0．89  2．11  

同一法人  0．ほ  0．Jl  

内の土l含  0．（旧  0．Ol  

他の鑑鞭機関の介護允暮鋼床   0．00  0．Ol  
他の露女機関の回せ鞠ワハビ■斤－ソ】ンホ繍  0．00  0．Ol  

他の医療■朋のその他の蠣床   0．18  t．1l   
院内  自炊の一毅痍標   9．50  29．m  

自続の介護★義■床   0．46  ト●ヽ   

不明  1．8l  5．6l   

含lト  8195  1（氾．仇   

※有珠診よ所療暮病床基本料のみを■定している診療所（13施設）の暮椚。  

※井出式  
■隷書■1人当たりのt書数＝1日平均鳥書散／1事雄師と濃■艮師の月猛ぺ勤務晴間雛8霊わ十夜勤）／（月の日数×24時間）I  

雷秩補助書l人当たりの1書数＝1日平均上着赦／t■江補助書の月竃べ勤務晴間数（日勤＋夜勤レ（月の日数X24時M）1  

※グループホーム、ケアハウス（軽費老人ホーム）を含む   

■エj  

ー「▼巧     4 ■  



■有床診療所■暮病床纂本科を暮宜している病床の入院時点の状態別100床当り新入院（転床）  
患者数及びれ成比【国表8】  

（n＝39、単位：人、％）  

■有床診療所療暮病床基本料を井定している病床の退院先別100床当り退院（転床旭舌赦  

（平成21年2月中）くn＝86、■位：人）【国表7】  

退l完（I孟床）元  量看敬  構成比   
自宅（訪問鯵■、訪問■蹟専 なし）   tO．25  4ヱ．61  

自宅（訪問鯵徽、訪問t仕事 あり）   1．84  †7ヽ  

事料毛人ホーム讐》   0，ち9  ‡9ヽ  

介護毛人檀祉施設（特別養護老人ホーム）  016  l．9ヽ  
院外                                介オ老人俣儀施設   t．5（〉  6．2ヽ  

他の医療機関の一触病床   l．84  7．7ヽ  
他の匿止牡朋の匿■♯糞病床   0．12  0．5l  
他の医★≠別の介腰療t病床   ○【氾  0，○ヽ  

他の医療≠叫の回1期り／叱■リラーシ】ン病棟  0．00  0．0ヽ  

他の医■膿開のその他の■丘   0．12  0，SI   
自宅（訪問鯵■、訪問■式事 あり）   0●8  1．9l  

雷料老人ホーム専1   0．（XI  0，（几  

介醜老人柵杜絶設（鶉別暮轟老人ホーム）  ○【X）  0．01  

（再事l）  ○，58  2．ヰl  

院外のうち 同一法人  ○，00  0．0ヽ  

内の場合  0．00  0．0ヽ  

他の医療≠叫の介護女義■床   0．00  0．01  
他の毘膚■醐の匝慎期リl叱▲り子一シ】ン病棟  0．08  0．0ヽ  

他の医療牡Hのその他の病床   0．（X）  0．0ヽ   

院内  自院の一搬病床  176  】l，5l   白焼の介護療霊■床  0．12  0．5I  不明   0．∝l  0，01  死亡退読   3，34  13，gl  含量十   2408  100仇   

平成20年2月中  平成21年2月中  

入院基本料区分  患者数  構成】土％  入院基本料区分  患者数  ｛成比％   

入院基本崩A  

入院基本料A   乙3  8．0ヽ  （柵允許価実施加算あり）  0．3  】．2九  
入院基本料A  

（糟オ評価実施加暮なし）  19  a．1ヽ  
入院基本料B  

入院基本料8   6．3  2l．2ヽ  （＃■辞す実施加工あり）  1．1  ▲7l  
入1読基本料B  

（禰膚詳ず実施加井なし）  3．7  163ヽ  

入院基本凋C   2J  10．5Il  全体 （∩＝39）                                                    入院基本凋C （泣知機能陣事加暮あり）  0．5  l．8～         入院基本欄C  
（認知機能陣書加算なし）  6．3  21．2ヽ  

入院基本料D  

入院基本料D   l．8  8．21  （糟オ辞儀実施加算あり）  0．8  3－5l  
入院基本料D  

（＃オ評価実施加暮なし）  05  2．3l  
入l院基本料E   12．2  tl，6l  入l完基本料E   12．2  535l  

特別人尿基本料   0．0  0㌧仇  特別入院基本料   0．0  0．（】1  

合音十   29．■  1㈹．t）t  合計   22．8  100．0ヽ   

医療区分3   23  8，0ヽ  医療l芸分3   2．l  ijヽ  

（再掲） 医療区分別  13，0  ◆4．2t  医書区分2   丁．l  31．ヰl  

（∩＝39）  1－l．1  47．8ヽ  匡頭区分1   13．5  S，，訊  

含l十   29l  tOO0～  含I十   22．8  100（れ   

※グループホーム、ケア／ヽウス（軽費老人ホーム）を含む  

※医療区分と入院基本罰A－Eの関係  

医療区分3   入院基本料A   

医療区分2   入院基本料臥C   

医療区分1   入院基本料D、E   医療区分  入院基本凋  

t医療療養病床の入院経路別1∝腫当り新入院（転床）患者数（n＝41、＋位：人、％）【国表10】  ■有床診療所療暮病床基本料を井走している病床の退院彊朋の状態別1∞床当り退院（転床）患者数  

及び構成比【図表9】  
（n＝3g、単位二人、％）  

平成21年2月中  

入院靂著  Il成 比％   

他院よりの紹介   7．06  31．8ヽ   

自院外兼からの入浣   1乙53  5l，tl   

予定入院   2，05  9．：ヽ   

緊急入院   0．ヰ8  乙0ヽ   

救急車による搬送   0．2ユ  t．肌   

汁   2．32  100，0～   

平成20年2月中  平成21年2月中  

入院基本料区分  重吉蝕  l■戒比，◆  入院基本料区分  患者数  け成比9も   

入院基本料A   2．l  8．7l   入院基本料A （糟オ評価実施加暮あり）  0a  4．2九  
入院基本謂A  

（祷オ騨個i実施加算なし）  0．8  ヰ．2l  
入院基本料B  

3．9  】8Jコ■  （糟オ評価実施加事あり）  l．3  6．9～  
入院基本料B  入院基本料日  

（樗オ評価実施加算なし）  2，9  
入院基本料C  

全体  
0．3  l．1ヽ   

（n＝39）  
入院基本凋C  5．6ゝ  

（控知機覿陣書加算なし〉  lI  20．7l  
入院基本欄D   

入院基本料D   1．8  7，¢l  0．5  2．8ヽ      （幕■騨ず実施血書あり）  
入院基本欄D   

n  5．6ヽ      （糟■評価実施加事なし〉  
入院基本料E   t0．，  ヰ5．7l  入院基本欄E   10．6  55．6ヽ  

特別入院基本胴   0．0  8．0ヽ  特別入院基本料   0．0  0．0ヽ  

合計   2ヰ．0  100．Ol  全書十   190  tOO，0～   

民五官分3   乙1  8．71  医書区分3   1，6  8．3l  

（再掲）  9．1  38，0ヽ  医療区分2   5ユ  27．m  

匡群臣分別  
（∩＝39）  一之．¢  5：I．3ヽ  臣■区分1   †2．ヱ  63．汎  

合計   24．0  川和．8■  合計   1，8  1∝】，（h   

■医療療兼病床の100床当り人尿基本料導加霊霊宝患者数（n＝62、■位：人）【国表11】  

】舅臼   患者数   

在宅量書緊急入膵療加暮   0．∝l   

れ幼児加工・幼児加算   0．33   

HⅣ感染者■暮糟糠特別加算   0．8l   

1症皮膚漬」■t理加暮   ○，81   

欄■患者t電加工   3．58   

退柳生加工1（遭妖支攫計爾作風細井）   3，◆1   

後期高齢者外来ま者緊急入院診療加算   0，【旧  

※医療区分と入院基本料A－Eの朋係  

匡ヰ区分   入院基本料   

医療区分3   入院基本料A   

医療区分2   入院基本料B、C   

区点区分1   入院基本凋D、E  



【全病院】  

平成20年度サ性期入院医療の包括評価lこ関する調査  

（患者特性調査（病院）集計結果（全病院比較）〉  

平成20年度調査集計対象：平成20年座間査対象病院（136病院〉 で療養病棟入院基本料を算定している患  
者  

平成18年度調査集計対象：平成18年度調査対象病院（全85病院）の療養病棟入院基本料2を算定している  
患者  

（注）本集計における r医療区分」は、患者調査票の回答に基づくものであるため診療報酬上の医療区分と  
一致しない場合がある。  

1医療区分・ADL区分の状況  

平成20年度  

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

1医療区分・ADL区分【国表1】  

平鹿之0年鹿川董  平成18年度調査  

医療区分1  鑑■区分2  霞■区分3  合 計  匿■区分1  匿■区分ヱ  匿■区分3  回答計  
（∩＝；2．筍3）  （∩…3．826）  （∩＝＝1．550）  （∩三1829）  （ー巨t80句  （∩＝Z，乃6）  （∩：≡1．866）  （n＝三5，597）   

ADL区分3   10．3％  三色6¶  15．0切  Sl．払  10．4％  27．9％  15．3％  53．7％   

ADし区分2   9．3％  迫．3％  3．3％  25．伊払  11．2％  2．8％  2．6％  2良7％   

ADL区分1   11．8％  9．伊沌  1．5％  22．4％  10．6％  7．9％  1．1％  19．6％   

全体   31．3％  48．9％  19．8％  100．弼  32．2％  4＆7％  19．㈹  100．0％   

無回答（n）   （45）  （39）  （D）  （97）  （句  （6）  （0）  （11）   

患者特性調査   

（病院）  

【共通病院】  

平成20年度サ性期入院医療の包括評価に関する調査  

（患者特性調査て病院）集計結果（共通病院比較）〉  

集計対象：平成18年度椚査と平成20年度調査の共通病院（24病院）における療養病棟入院基本料を算定し  
ている患者  

（注）本集計における「医療区分」は、患者調査層の回答に基づくものであるため診療報酬上の医療区分と  
一致しない掛合がある。  

2 医療区分採用項月の該当状況  

■医療区分採用項目【図表3】  

平成コ○   年l曽u董  平成18   年度鯛暮  

鑑■区分1  匿●区分ヱ  こ・′ －二  合什   既■区分l  l■儀区分Z  E■区分】  画書l十  
・・二  （n■3，8るSl  【∩－1，M）  （n17．92‘）   （n王l′810）  （∩一2．7】2）  （n■1．∝追）  （ni5′る08）   

l．2欄間檜捜して貞濃を稟穐   ○，0，l  0．0％  ヰ1．1％  8．1％   
乙犀鴎事象丘に対する頴1■   0．0≠  1ヱ，三っ■  13．81l  8．6％   0．0（h  10．7％  1l．0％  7．y蛤   
3，ヰ■事に▲リリハビリテーションを必事  
と丁る状丑   0．01粘  】．6  2．0％  よlヽ   8．0％  3．8¶■  2．8％  2．2Il   
ヰ．洪水に対丁る治療   0．01ね  6．ヰ％  13．8％  5．9％   0．0％  6．8％  1ヱ．1％  5．6（粘   
（丸損水lこ対する治■lx発熱1）   0．0％  1．7％  8．71h  2．51l   0．8，l  ヱ．0％  6．7％  之．ヱ％   
（4．脱水に対する治■lx未熟38虞以  

上l）   0．0％  0．6％  S．2％  1．弼  
5．蠣化t事の体内から出血が反吐■繊  
している扶血   0，○％  0．7％  之，5†l  0．8％   0．0％  1．1％  2．9％  1，1％   
6．■囲の■吐に州丁る為■   8．0％  0．4％  1．ヰ％  8．5％   0．0％  0．7t貼  1．◆ヽ  0．6％   

（6．蠣回の■吐に対する為■巨集鶉】）  0．0，～  0，11も  0．8，l  ○，2％   0．Dlh  0．刀ん  0．9％  0．3％   
（0．■回のt吐に対する尤■【x集ふ刃  

鷹以上1）   8．0％  0．0  0，古％  0．l一鵜  
7．せん賽に対す号欄膚   0．0％  ヱ．9≠  ヱ．】％  1．9％   0．8％  ヱ．2％  2．5％  1．5％   
8．織■■t・■■■の細筆■が行わ  
れ，彙触又は■吐婁繕う状聾   0．0％  6．9％  19．9ウl  7．3％   0．0％  10．2％  2ヱ，7％  9．3％   
9．■囚の▲■l■暮妄舅絶（1【】一回以  
上）   l   
10，スモンにt鳥   8．Dlも  0．0％  0．～lヽ  0．D％   0．0％  0．0％  0．4  0．1％   
1之．凰■及び■は■に上り、≠鴫、正課・  
t■■▼■   0．0†b  D．0％  ち十十ヽ  l，11h   0．0％  0．0％  ～．9ウl  1．11も   
13，中心静廉★霊を夫絶   0，0≠  0．0≠  】5．6％  5．0†l  
1q．人エ■t暮寺t用   0．0  0．0％  ・ ■  1．ユIl  
15．ドレーン濃・l●♯畦の洗浄   0．0≠  ○，0％  1．3≠  0．3％  
16．九t切縄・貴書内捧tの賽蝿が行わ  
れ．土艶婁＃う状■   0．0≠  0．0％  1l．1≠  2．‡ヽ  
（16．tt切剛・薫t内けtの集九【x  
舞鶴】8よ以上l）   0．0≠  0．0  5．4％  1．1ヽ  
17．鰍糞■浅の膚欄   0．0≠  0．0％  52．8¶〉  10．11も   0．0％  0．0％  ヰヰ．61も  8．5％   
18．虚線内義王での■書を実沌   0．0％  0．0％  8．y札  1．与1も   0．OIl  0．D％  7，5％  1．4％   
19・コl鳥ジストロフィーt・杯事事H量■兼  
覆化▲にt亀   0．0  ヱ．8†も  ヱ，○％  1．m  
20．事彙性賃化■にt畿   0．0Il  0．5％  0．1≠  0．2％  
三三．パーキンソン■■1痍■に■■  0．0ヽl  13．m  6．Slも  7．9％  
23．その触の鼻■に■▲   0．0≠  l．】っも  0．7つも  0．8％  
24．★｛■■（■♯■qを町缶とナるホ  
痺が四鼓す■くてに匿められる）   0．0≠  0．9％  8．る‘絡  0．6％  
25．儀性用事性♯痍■（ヒュー・ジョーン  
ズの分積がVl■以上）   0．01l  1．5％  6，1≠  1．9％  
26．透析を真▲   0．0≠  S．5うも  1．0≠  乙9≠  
～9．書経■■（＃■コントロールが必■な  
■創＝中る〉   0．01h  l．0，も  1．m  0．8Il  
刀．■炎に蝉する尤徽   0．0りl  1（〉．7％  ヱ2．伊h  9．m  
3l，糟■に村ナる治療（ユ鷹以上手たはZ  
t折以上）   0．0≠  4，恥  6．2％  3．6う■  
】乙未納書ヰ■書による下腹素蟻の榊  
触♯に対ナる論■   0．0一九  1．0％  l十Jヽ  1．1％   0．0，l  l．コヽ  l．1I、  0．9Iヽ   
｝3．うつ鐘状に舛丁る治■   0．0†l  l二I．6th  q．7％  7．6％   0．0％  1】．2％  1．DIl  J．2一札   
｝l．鴨書に村する1行が轟巳包められる  

棋士   0．01l  之．  1．1≠  1．Sウl   0．0う～  3．11‰  し1ヽ  1．7≠   
】i．1【】8国以上の書痍暇引を実篤  0．0％  こ ■  q8．4％  之3．i≠   0．0≠  之0．鞠  47．2≠  】乙9，～   
〕¢．集t切M・九t内■tの実篤（免れ  
を捧う場合主幹く）   0．OIも  10．41も  】1．ヱ％  9．ヱ≠   0，0≠  10．4％  Z】．7≠  9．6％   
ユ7，■■、皮膚漬■、下且，足■のサ1  
濃、上暮の≠さに対する尤■   0．0ウi  17．9％  20．0％  1】．7％   0．0％  21．0％  20．4％  1ヰ．1≠  

1匡血区分tADL区分の状況  

■匿ホ区分・ADL区分【国表2】  

平成ZO年度王甲査  平成18年度調査  

匪■区分1  匿♯区分2  匿■区分】  合 計  医療区分1  蜃療区分2  鑑■区分】  回書書十  
（∩＝零49Z）  （∩＝9∽）  （nコ477）  （∩＝t929）  （∩宣770）  （∩＝1，2年0）  （∩三5】2）  （nヨ三2．542）   

ADし区分3   9．ア払  2al¶  19．0¶  S6．勒  10β％  29．0％  17．㈹  56．9％   

ADし区分2   7．4％  D．謬池  4．0％  25．2％  10．び払  13．0％  2．飢も  2S．7％   

ADし区分1   ＆3％  7月％  1，7％  17．酌も  9．ヰ％  6．7％  1．2％  17．ヰ％   

全 体   25．5％  49．飢も  24．7％  100用％  30．3％  48．8％  20．9％  100．0％   

無回書小）   （4）    （2）  （7）    （3）  （0）  （ヰ）  



【全病院】  【共通病転】  
3 入退院の状況   2 医療区分採用項唱の隷当状況  

■医療区分採用項目【図表4】  ■調査病棟に人陰する前の状況【国表5】  

平良ヱ0   年度臍壬  平成18   こ ・ル  

匿■区分1  匿薇区分ヱ  蚤■区分】  含 tナ   蚤■区分1  匹書区分2  匪■区分】  回答鮒  
（n1496）  （∩－9る1）  （nlヰ乃）  （巾・1′9コ6）    （れご771）  仲－1．2ヰ3）  （n…53コ）  （∩一之．5一沌）   

1．24晴間糟鏡して点蔵書実施   0．8％  0．D％  ヰ王．0％  10，4％    0．0％  0，D％  50．ヱ％  10．5％   
2．＃躊電鍵ilこ対する為■   0．0勺ヽ  15．古勺ヽ  ユ0．9qね  lユ．9勺ヽ  山  0．0％  11．8％  11－5％   
3．■■■によリリハビリテーションを必蔓  
とナる状狙   0．8％  5．ldん  S，ヰ％  コ．9％    0．0％  3．80ん  3．ユ％  2．5％   
ヰ．脱水に対する冶■   0．8％  9．9％  20．9，も  10，1％    0，8％  1D．D％  15．Dt‰  8．0％   
（4．脱水に対する澹■rx発熱1）   0．0％  2．7％  1S．7％  5，之％    0．0％  3．5％  9．0％  】．6％   
（4．脱水に対する為■Ix発熱：姶鷹以  

上1）   
0．8％  l．0％  8．8％  17％  

S∴■化t事の体内から出血が反覆轍織  
している扶娘   0，0％  1．1％  1．5％  0．9％    0．0％  1．0％  乙6％  1．1％   
6．頻回の■吐に対する為■   0，0％  0．6％  1．3％  0、5％    0．0％  0．6り」  1．5％  0．6％   

（6．蠣回の■吐に対する治■【1景■1）  0．0¶■  0．ヱ％  1．0％  01ヽ    0．0％  ロ．2％  0．9t粘  0，3％   

（6．■回の■吐に対する尤■【x先験38  
l■以上l）   0．0％  0．0％  1．8％  0．3％  
7．せん事l＝対する治I暮   0．0％  1．9一九  2．5【h  1．5■ん    0．0％  ユ．3％  l．9％  1．5％   
L鮭■■t・■■事の縫農業義が行わ  
れ、尭艶又は■吐喜＃う状愴   0．0qん  1ユ．1勺ヽ  ⊃■．0ウb  1●．●1も  l  0．0％  11．3％  ヱ6．9－h  11．1％   
0．欄盲lの血t♯董を夷▲（1日封司以  

上）   
0．0■■  17．4qん  1■．1中ゝ  11．8≠  l  0．0†も  7．7％  7．5％  5．3％   

10．スモンにtも   0．0％  ■ ■  0．2％  0，1tね    0．0％  0．0％  0．8％  0．2％   
lヱ．露ゎ及びt櫨酵により∴鴨時∴E甥・  
t理を稟施   0．0％  0．0％  4．8t‰  1．0％    0．0％  0．0％  6，2％  1．3％   
1】．中心静鵬蒙暮を実権   0．0％  8．0％  Z7．6％  6．8％    0．01‰  0．0％  32．0％  6．7％   
1・I．人エ■せ蓼を住用   0．0％  8．0％  8．8％  乙ヱ％    一 t・  0．0％  8．5％  1．8％   
15．ドレーン法・欄膿鰹の洗浄   0．8％  8．0」Iも  1．m  0．41も    8．0％  0．0％  0．6うl  0．1％   
16．九t切開・気■内挿管の臭穐が行わ  
れ，発給事体う技塾   0．D％  D．0％  28．卯ん  5．ヱウl    0．0％  0．0％  16．0％  】．3％   
（16．気t切開・気t内樽tの実施【x  
発熱38度以上1）   D．0％  0．0％  9．ヱl鵜  2．3％  
17．酸素■法の菓施   0．0％  0．0％  J絶．8％  12．0％    0．0％  0．0％  ・■・  9．7％   
18．墾巣隅＃圭での管理を実篤   0．0％  0．Ol‰  9．8％  2．4％    0．0％  0．0％  ・こ  1．ヰ％   
19・21筋ジストロフィー塵・厭蓼ヰ性■索  
硬化症にt■   0．0一九  ヱ．9t鵜  1，Ol‰  l．7％    0．0％  16％  】，6％  乙5％   
iO，多発性硬化症に覆土   0．0％  ■・・  0．0％  0．5ウl    0．0％  0．6％  0．2％  0．3％   
ココ．パーキンソン■Iロ1疾患にt患  0．00ん  14．8％  6．1％  8．8％   0．0‘払  16．7％  8．∋％  9．9％   
23．モの他のれ■に再慮   0．0％  2．4％  ■ ■  1．3％    0．8％  t9ヽ  1．3％  2．7％   
24，書出■斗（旦椎■爛を原田とする瞬  
群が四肢すべてに野められる）   D．00ん  1．6％  0．6％  0．9ウb    0．0％  乙2％  8．2％  1．1％   
2S．サ性閉暮性靡疾患（ヒュー・ジョーン  
ズの分類がY正以上）   0．0％  1．0¶〉  7．1％  ヱ．3％■    0．0％  l．6％  4．5％  1．7％   
ヱ6，透析を実施   0．0％  0．7％  0．2％  ち．4％  
之9．五性■嶋（痩■⊃ントロールが必璽な  
・三、   1．3％  

〕0．朗l炎に対する治療   0．0％  9．9％  2q．5％  10．D％    ■ ■  11．】％  ヱl．6％  10．1％   
31．＃繍に対する治♯（ヱ庫以上または2  
カ所以上）   8．0％  2．8■ね  4．ヱ○ん  2．ヰ％    0．0％  4．1％  5．8【‰  3．ヱ％   
32．兼欄1環陣書による下肢乗欄の開  
放■に対する治療   D．0％  Llヽ  ○，8‘穐  0．8％    0．0t粘  0．9％  0．8％  0．60ん   
ユ3．うつ鐘状に対する治■   0．00ん  こ・  4．2％  5，3％    0．0％  9．1％  3．ヰ％  S．1％   
34，性書に対する暮行が与ヨ汲められる  

状塾   ロ、0％  Z，凸％  0．8％  1．6％    0．0％  ヱ．ヱ％  1．1％  1．3％   
35．1巳8直以上の喀ホ■引を震施  0．0％  28．2％  5S．1％  ヱ7．6％    D．0％  ■・・  5l．S％  王5．7％   

蒐．気■切開・九t内輝tの≠撫（発熱  
を伴う嶋合せ鋼く）   0．0％  11．6％  31．9％  1】．6％    0．0％  1之．0％  26．9％  1l．5％   
∋7．倉＝■．皮膚漬■，下山．足かの蜂1  
炎、農事の慶塾症に対する治■   0．0％  19．5％  コヰ．0％  15．6％    0．0％  17．る％  19．0％  12．6％   

平成Zt】     年覆■董  

医療区分1  匡★色分ユ  医療区分〕  全 休  
（∩エコ．ヰ98）  （∩；】．紙5）  （∩】1．蕩3）   （∩＝≡7′92も）   

1自宅（青旗礪との閑居も含む）   386  15，5％  ヰ17  10．8％  llヱ  7．ヱ％  915  11．5くね   
2事料老人ホーム雫   13  l．刑  71  l．8％  ヱq  1．51池  1：姶  1．7％   
3介護老人福祉施設（特別霊は毛人  
ホーム）   22  0，9％  55  l．4【灼  39  2．5％  116  1．5％   
4，介護毛人保健施蚊   6ヰ  2．6％  1－Il  ヨ．6％  邑7  4．】，も  27ヱ  】．4％   
5他の匿■機聞   995  ）9．8％  l．7‘略  45．Z％  807  5l．6％  3．5一輪  ■1．8％   
（萬縄）他の匪疇t鵬の一触鋼床   9ココ  36．9（‰  l．S92  ヰ1．之％  7ち9  ヰ8．6％  3．ヱ7つ  ヰ1．】％   
（再穐）他の医療欄爛の療■ホ床   51  コ．0％  116  10％  】7  乙4％  ‡04  2．6％   
（＃穐）他の匿■櫨鯛のその他の鋼床  
（■♯■床事）   22  0．9％  ：蛤  1．0％    0．7％  71  0．9（ル   
6．自院の他の■床   893  35．7t鵜  l′ヨ08  】】．8％  47ヰ  38．3（給  2．675  コ】．7％   
（＃穐）白鍵の一般■床（艦攫）   683  ヱ7．3％  92】  ヱ3、9（池  310  19．8％  1．918  コ1．2（‰   
（再捧）自碗のその他の病床（れ柵病床  
専）（転捷l   210  8．ヰ％  】85  10．0％  1糾  10．5％  759  9．6嘲】   
■【乱暮   95  3．8（粒  l之7  】．1％  咄  之．6」鶉  26ヱ  ヨ，〕tk   
全 体   2．ヰ98  ●▲■ －・・  3．865  1（〉0．0％  l．5占3  100，Ot鴇  7．g26  108．0％   
（注）平成20年ま集計表の、Tli平成18年度と比較して〕％以上増加がみられたもの、いi3％以上減少がみられたもの  

平成18年度t『糞  

匿♯区分l  医療区分ヱ  医療区夕日  回書什  
（幅1．810）   （∩＝乙乃2）   （仲1一（絡6）  いヒ5．∝迫）   

1，自宅く手旗雫との閉居も含む）   187  10．】t鵜  ヱヰ3  8．9％  7コ  ・＝・・  582  9．0％   
2 鶉料老人ホーム事   り  0．7％  ヱ6  1．0％  10  0．9t払  一吟  0．9％   
グループホーム   ∃  0．ヱ％  8  0，銚  5  0．5t粘  16  0．コ％   
著料老人ホーム   7  ● ′・・  13  0．5％  3  0，】％  ユー  0．ヰl鵜   
ケアハウス（蛙t毛人ホーム含む）  3  0．Z【貼  ～  0．2％  2  0．2％  10  0．ヱ％   
3介護老人結社施設（特別糞櫨毛人  
ホーム）   17  0．9【蛤  67  乙5【ね  32  3．0【輪  1ユ6  ヱ．1％   
4．介護老人保健施設   78  4．3％  117  q．y‰    6．1％  260  4．6く鶉   
5．他の蛋療櫨開   869  ヰ8．0％  1．ヱ65  ヰ6．3％  ヰ46  ヰl．8％  之．580  ヰ6．0％   
（■縄）他の匿■櫨爛の一般ホ床   7－I7  4l．3く池  りa〕  11．0％  41ヰ  38．8（鵜  2．281  ヰ0．7％   
（再掲）他の匿■≠聞の療讐病床   1鵬  5．91鵜  116  ヰ．2％  28  2．6％  2！カ  4．51鵜   
くキ縄）他の匿■≠闇のその他の病床  
（欄神■床等）   16  0，9％  コ9  1，1‘貼  ヰ  0．4％  ヰ9  0．9％   
6，自挽の他の病床   628  34．7％  972  3S．6％  419  】9．】％  2．019  3る．0（給   
（再稀）自院の一般■床（転機）   ヰ2l  2】．y絶  65q  2】．9％  270  2S．3％  1．345  2ヰ．Ot賂   
（再掲）自Rのその他の■氏（精神病床  
事）（転換）   207  ‖．1％  318  11．6％  149  い雫．m  67ヰ  12．0％   
7．わからない   7  0，4％  7  0．3（粘  7  0．翔  ～1  0．寸【ね   
ホ国雲  些  0．6％  35  1．3％  15  1．1【ね  6l  1．1％   
全 体   1．810  1（）0．Ot施  ヱ．7二〉2  100．D％  1．0る6  100．0％  5．醐  1（X）．0％   

【共通病院】  
■調査病棟に入疾した背景（複数回箸）【図表7】  

3 入退院の状況  
平成20     年度n責  

匿■区分l  鑑糧区分2  匪■区分】  全 体  
（∩三ヱ．q98）  （n＝±】．86S）  （n芦1，5る3）  （∩－7．926）   

疾鱗の急性期状蕃が安定したた」わ  ・一  S0．4％  も295  59．41ん  080  8乙7％  4．515  57．2『んl   
疾れの急性土曽も   1ヱ9  5．2％  382  7．8％  172  ＝．0％  603  7，6％   
線繊的なふ慮の旦轟管理が必要   101  ヰ．01ん  49コ  11月叫ん  ●30  ⊇7．㌢‰  1．0ヱ●  1191ん1   
は練的なリハビリが必賽   1．03る  41．5【粘  1．棚  j8．5％  51S  3と9％  3，039  18．3％   
他施設の空きがない   281  1l．ヰ％  283  7J％  】ユ  2．0％  599  7．6，も   
介比老人藻場施設でも対応できる  
が．空きがないため   199  8．0（‰  1，1  ヰ．9【粘  22  1．ヰ％  41Z  5．ヱ％   
介牧毛人相杜絶投（特暮）でも対応で  
きるが、空きがないため   158  6．】％  1乃  4．5％  ヱ0  l．ヨtね  358  q．ヰく姑   
在宅■雷でも対応で舌る机手練の受け  
入れ陣Hが養わないため   401  19．ア『も  5丁9  15．0『ん  118  フ．5％  1．188  15．0％1   
本人．雷撫事が檜望するため  L138  45．5％  1．70●  ヰ4．1％  804  こ ・  ユ．444  ■3．51ん 上   
疾鋼の急性発症く新規＞   15】  6．1％  166  1．】％  69  4．1％  ヨ朋  ヰ．9％   
その他   187  7．5％  168  4．3％  12  ヱ．7％  】97  5．0％   

■隅査病棟に入院する前の状況【園表6】  

平成20     年鷹I胃査  

医書区分1  医療区分2  蚤攫区分】  全 件  
（∩；・嘲）  （∩－％1）  （∩＝ヰ79）  いEl－9】6）   

1自宅（書換事との同居も含む）   29  5．8％  69  7．2％  3】  6．7％  1塑  6．7％   
乙書鞘毛人ホーム事   1  － こ・・  8  ー；・  ヨ  ■ ■・・  15  8．8％   
3介醜老人朴捜施設（特別義雄毛人  
ホーム）   4  0．8（絡  20  2．1th  8  1．7％  】2  1．7％   

4．介放電人保健施栓  22  4．ヰ％  q5  4．7％  16  3．】％  83  1，コ％   
5．他の医■♯鴎   198  39．9qん  40ユ  41．8ウも  20●  ヰユ．●％  808  ■1．7勺ん   
（萬＃）他の臣■≠開の一般病床   181  ユさ．5qん  375  ・ ●・  19ユ  40．1勺も  740  38．丘qb   
（再掲）他の蚤■牡関の■義貞床   1－I  ヱ．8％  ヱヨ  2．4％  1ヰ  2．9％  51  2，6％   
（■縄）他の匡■撫蘭のその他の■床  
（1I禰■床礪）   】  0．6％  ◆  8，4％  2  0．ヰ％  9  0．S％   
6．自陵の他の■床   ユ30  ■   41｝     －・  ュ08  ■｝．4『も  851  44．0qも   
（■繊）自院の一般病床（転■〉   1一っ  ユ8．6％  】ユ4  三4．3■b  1ユ5  之○，1勺■  ≦0l  ユ5．9qも   
（再掲）自閉のその他の痍床（＃柵■床  
専）く転機）   88  17．m  17ウ  18．6％  8：〉  17．3％  】50  18．1％   
■回警   9  1．8％  ヰ  ● 州・  4  0．8％  17  0．9％   

全 体   憫  108．0％  禦il  ●Ⅷ・・  ヰ79  10〔l，0％  1－9二；6  100．0％   

（注）平成20年度集計表の、Tli平成18年度と比較して】％以上増加がみられたもの．1は      】％以上減少がみられたもの  

（注）平成ヱ8年度集計表の、Tは平成18年度と比較して3％以上増加がみられたもの、1は】％以ヒ減少がみられたもの  

平成18     年度調査  

謹厳区分l  匿＃区分2  医療区分3  回墓汁  
（∩＝1．810）  （ni2．732）  （∩＝1，肺6）  （∩＝±5．608）   

急性期快感が安東   1．161  64．1％  1．768  ■■ ■ ■ ■  6ヰ9  60．9％  】．S70  6j．7％   
疾1鋼の急性増葛   1ヱ1  6．m  2｝ヰ  8．6％  196  18．4うも  551  9．8％   
縫繊的高度匿★t覆が必要   1‘IZ  7，8（貼  508  18．6％  37ヰ  35．1％  1．0；〉ヰ  18．瓢   
鞭線的なリハビリが必婁   8ヨ）  47，0％  1．081  39．6％  コ08  2臥9％  乙2二狩  】9．9％   
他施設の空きがない   20：I  11．之％  コカ  8．1％  42  】．9¶〉  4乃  0．5％   
自宅の休職が警わない  】99  22，0％  Sヱ1  19．2％  95  8．9％  l．018  18，ヱ¶〉  
本人、雫換事が希望  868  ∵扁．0％  1．∋62  ヰ9．9‘y〉  15之  42，1t粘  2．る82  ヰ7．8％  

平成18     ＝i卜  

医事t区分1  医療区分2  医ホ区分】  回苔椚  
（∩ヰ乃1）  （∩－1．24ヨ）  （nt5】之）  （∩一之．S一明   

1．自宅（兼★曹との闇烏も含む）   5Jl  7，0％  9q  7．6％  ⊃4  6．ヰ％  18：〉  7．1％   
2．雷料老人ホーム事   1  0．1％  10  0．8％  4  0．8％  15  0．6％   
グループホーム   8  0．0‘粘  2  8．祁  2  0．1％  q  0．2％   
書料老人ホーム   0  0．0％  6  0．5％  □  0．～（h  7  0．3％   
ケアハウス（最責老人ホーム含む）   1  0，1％  2  0．2％  口  0．ヱ％  ◆  0．之％   

〇．介雄老人穐牡施敦【特別壬d毛人  
ホーム）   9  1．ヱ％  ヰ1  3．3％  19  コ．6％  ¢9  乙7％   

ヰ．介護老人憬幌敦   31  ヰ．0％  53  4．】％  4Z  7．9％  126  ヰ．9％   
5．他の芸濃■醸   q16  ・●・  67Z  54．1Iも  241  45．】％  1′3乃  52．2％   
（再掲）他のEサ■間の一世■床   コ77  一I8．9％  687  48，8％  225  ヰ2．3％  1．2卵  ヰ7．5％   
（事縄）他のE■櫨Ilの■蓋■床   35  4．S％  5ユ  1，3％  11  2．る％  102  4．0％   
（■穐）他のE■機闇のその他のホ床  
（爛禰■床讐）   1  0．5％  12  1．0％  2  0．q％  18  8．7％   
6．自鋏の他の■床   258  】3．5，も  】89  29．7％  188  ヨ5．3％  815  32．0％   
（■捧）自続の一般■床（転繍）   1ヨ1  17．0％  1％  15．3％  7も  1q．3％  397  15．6％   
（■穐）自戒のその他の■庚（疇榊痍床  
専〉（I云榛）   1Z7  16．S％  179  14．ヰ％  112  21．1％  418  16，ヰ％   
7．わからない   2  0．】％  コ  0．2％  q  ●；・・  8  0．】％   
■匡l苔   0  0．0％  コ  0，2％  0  0．0％  8  0．1％   

全 体   771  1（氾．0％  1．～q】  1【氾．0％  5コ2  100．0％  乙51る  1（氾．D％  



【全病院】  【共通病院】  
■退院の見通し【図表9】  ■綱重病♯lこ入院した甘景（複数回筈）【図表8】  

平虞加嘩欄四川  
匿■区分1  こ二′i：  声■区分】  全 体  
（nt】．椙8）  （n雪】．弘5）  （∩＝－l．5占3）   （佃7，928）   

治■またlよ鞍犠して刀8以内に濃淡でき  
る九適し   ヱ99  1ヱ．0％  175  q．S％  ヱ0  1．ユ％  49q  6．2％   
治片または軽快して（泊日以内に遇戌でき  
る兄適し   194  7．8％  150  ヨ．9％  ヱ8  1．8％  37コ  4．m   
治■または軽快して純白以内に遺戌でき  
る1iしは伝いが、す緩まけ皿が蔓■さ  
れれば退院できる   789  31．6％  l．852  27、2t粘  209  13．4く鵜  2．0三追  25．9％   
治■または♯快する1込みはなく．払戻・  
転換・死亡する1ユし   之32  9．】％  589  15．2（鵜  321  20．知  l．145  14．ヰ，l   
遺枕（転読・転機食む）の見■しはない  85ヱ  3ヰ．1％  l．0ヱ7  47，3％  953  61，0％  3．632  45．8％   
書回書   1：lZ  5．3％  72  1．9【粘  Z9  1．9％  21】  乙9％   
全 体   Z．ヰ98  100．8％  】．且6S  l∝l．0％  1．563  1【旧．0％  79Z6  1tX〉．0％   

平慮20年虞爛暮  

■■区分1  匿ホ区分之  匿●区分3  全 体  
（∩＝＝196）  （∩■9る1）  （n－4乃）  （∩一l－9】6）   

痍■の1性期状濃が安定したため   ヱめ  56．5％  6（柏  62．1％  ココ0  t・ ＝・  1．ヱ∝l  6之，m   
■ホの急性増暮   19  ユ．8『ん  58  0．㈹  コ3  ○，Otん  110  5．7ウヽ1   
＃故釣な萬虞のE療tヰが必肇   ユ｝  ●．0tん  128  u．ユ1ん  1フl  35．9％  32ユ  1●．7tん1   
■縞的なリハビリが曲事   ｝エフ  ノし1■Jl  引柑  8L91ん  】叫  55．9％  l．1事○  01．5勺■l   
地織毅の空きがない   5ニ亡  10．5％  ヰ8  S．恥  9  1．9％  109  S．6％   
介雄老人簾根粒でも対応できる  
が．空きがないため   35  7．1％  3Z  ユ．i％  6  1．恥  7コ  】．8％   
介護老人檀祉鳥改（精霊）でも対応で  
きるが、空きがないため   25  5．Ol鵜  26  2．飛  8  1．】1鵜  S7  2．9（h   

在宅徽■でも対応できるが，書換の書け  
入れ体tlが1わないため   ●■  17．ユ鴨  1ユ1  1ユ．Tlん  1コ  4．8tん  之】1  11．0≠l   
事人、書▲事が鶉賀するため   ユ1ュ    ●  ユ90  40．●1ん  1ヰ9  31．1％  ア！2  38■¶il   
痍■の急性集塵く断規＞   Z9  5．8％  5l  5．y粘  16  3．8％  98  5．1％   
モの他   8  1．6％  23  之4％  8  1．7％  39  ユ．0％   

※平成ヱ○年度と平成18年度ではす日の靂魂が変わっているため、数社比較欄し  

’’■ ； 乙  

邑オ区分l  匿■区分2  ■●冨檜i  眉墓肘  
い暮1．810）  （nlユ．73ヱ）   （∩－1．師）   （n＝・S，6（娼）   

即日以内に膿できる九慮し   ヱ83  15．6％  2ヰユ  ＝ ・  刀  乙8％  55‘  9．9％   
％日以内に嬢できる1iしはない机  
◆牡受け血が■■され九ば遭幌でせる  67コ  】7．2％  80コ  Z9．4％  l（H  15．ヰ1も  1．8一拍  】9．2‘h   
暮化して丘娩・転繍・死亡丁る先島し   ●∋  2．4％  09  2．5％  1ヨ9  13．0％  251  ■．5％   
道鏡（k続・転機lの見通しはない   808  ■・■■ 一  1．G14  59．1％  731  68．6％  】．153  5占．2％   
■回答   】  ○、ヱ％  3  0．1％  ヱ  0．ヱ％  8  0．1％   
全 体   1．810  1∞．0％  2．73Z  1ロ仇0％  1．M  100．弼  S．餓  100．陶   

（注）平成ヱ0年度♯汁衰の、†は平成18年虔と比較して】％以上増加がみられたもの、1は3％以上減少がみられたもの  

書緻区分1  l■■区分2  ■■且檜†  
（脚771）  （∩叫ヱ疇3）  （∩一5：I2）  （∩－乙川）   

も性期状讐が安東   乎慮18事     虞騨暮            回書肘                噌2  ・  こ・  76l  61．ヱ，も  Z89  54．3†も  l．5■2  60．6％  痍■のも性せ1  39  5．l（貼  l之Z  9．8％  11j  ヱ1．2（絶  27ヰ  10．8％  桂城折井正巳血書書があー  67  8．7t給  王ら○  20，9％  188  3S．3一輪  515  20．2％  穐織的なリハビリが必蔓  1｝5  50．ヰ％  607  J沌．8％  218  ヰl．0％  l．2ふ〕  19．5％  他施設の空きがない  乃  1（I．ヱ％  67  5．ヰ†b  18  1ヰ％  1帥  8．4％  自宅の体れが士わない  1シl  20．8【粘  187  15．D％  ヰr  8．3th  ）8S  15．1％  本人，▼洪▼が鶉望  ココ1  ■l．6【賂  56コ  ■5．3％  1冥】  】S．7％  1．07ヰ  4】．2†b   

【共通病偏】  
■退院先の見通し（再掲）【図表11】  
（退院の見通しでr90日以内に退鏡できる見通しjの回答者）  

■退院の見通し【図表10】  

平成28   ：   l  

匿■区分1  正■g分】  慮療区分】  全 体  
（ntl％）  （∩三9引）  （伸一79）  （∩＝・1．93る）   

治■手たは蛙快してカ8以内に遺戊でき  
る1遷し   57  11，5％  罪  S．8％  7  1．5％  1ヱ0  6．ヱl絡   
治蕾または軽快して％臼以内に退映でき  

る1丑し   32  6．5th  咄  ヰ，2％  11  2．9tね  86  ヰ．ヰ％   
治■または軽快して朝日以内に遺賦でき  
る1遷しはない机サ捜受け皿が靂什さ  
れれは通暁できる   175  35，汎  エフも  28．9％  8S  17．職  ∫弟  之7．8％   
治■または軽快ナる見込みはなく、艦鏡・  
k攫・死亡する見通し   65  lユ．1％  125  1ヨ．8％  77  16．1％  】67  1：I．8％   
ヰ険【範仇・艦糠含七）の1遷しはない  163  うi＋9ヽ  ヰ58  ヰ7．5％  291  61．2，も  91⊇  ヰ7．1【h   

■回答   q  ● こ・  6  0．6％  】  D．6％    0．7％   

全 体   49¢  l∝〉．0％  ％1  ●・● －・・  ヰ乃  100．0％  1。9：略  100，㈹   

平月臼0年虞隅竃  

匿療区分l  匿■E分2  島■区分ユ  全 体  
（∩三49ユ）  （n＝・】Z5）  い■48）  （nt防8）   

1．自宅（書■とのR凰を含む）   3ユ8  ・＝ ・  1dコ  5d．ュ1ん  ュ■  S0．0≠  川  丘1．01んl   
2．事繹老人ホーム事   ～9  5．9‘鵜  18  5．5くh  】  6．3th  58  5．8％   
3．介■老人ヰ1穐鰻（鶉別事什老人  
ホーム）   18  5．7tん  ⊃○  ■，ヱヽヽ  5  l0．●【ん  01  7．3≠l   
●，介輝毛人傑t▲n   6■  1ュ．0≠  81  1轟．さ勺■  7  1●．さりl  1Il  1S．ユ≠1   
5，他の寅■廿騨の一般書床   2  8．4％  3  0．9％  0  0．0％  S  0．‘t給   
6．他の匿■■肘の■義ホ床  エコ  q．袖  2】  7．1％  ■  8．】％  50  5．8％   
7．他の缶■機関のその他のホ床   口  0．ヱ％  山  0．兆  0  0．0％  2  0．ヱ％   
8．自鏡の一般■床（10．の■機を輸く）  0  8．0％  8  0．0％  n  2．1％  口  D．1％   
9．自餞の介鵬■1■床く■規＞   口  0，2％  2  － ・  山  乙1％  1  0．5％   
10．白虎の陣暮書鳥鰍事入餞さ★科■壬  

■捜   D  0．0【h  0  0．0％  0  0．0％  ○  0．0％   
11．自幌のモの他の■床   1  0．2％  0  0．0％  8  0．び給  □  0．1％   
12．その他   ■  ●：・  】  0．9％  0  0．0％  7  0．8％   
■回著   2  0．ヰ％  山  0．弼  】  6．鵜  6  0．7¶I   

全体  q9二I  

※l怜捧またIi軽快して】氾日以内に退院で    きる見i虚し」   

※平成ヱ0年度と平成18年度でIi囁βの義弟が変わっているため、歎す比較無し  

中正18     年度れt  

l墓轟区分1  匿徽区分2  蚤■区分】  回答什  
（匝771）  （nき1，2ヰ3）  （n15ココ）  （∩▲2，5一絶）   

90日以内に追快できる1遷し   97  1：！．6％  シl  7．6％  l◆  2．6％  205  8．1％   
90【ヨ以内に遮快できる見iしはない机  
サ繍受け皿が董●さ九れば遭焼できる  289  37．5【給  3刀  26，5％  8】  15，6％  70ユ  27．6％   
悪化して転夙・艦榛・死亡する1通し   15  1．9％  19  1．5％  51  9．8サー  8S  3．池   
遺続（願・転扶）の1遷しはない   】70  ヰ8．0％  8【鳩  6ヰ．4％  3糾  72．2％  l．55q  81．0％   
鶉【ヨ苔   0  0．0％  0  0．0％  0  0．0％  ○  0．0％   

全 体   771  … ■・・  1．ヱヰ】  ＝ ■▲・  532  l00，m  2．5－I6  100．0％  

ヰ戚18   牛虎桝暮  

筐■区分1  匿■区分2  医療区分】  匝書什  
（nコ20ユ）  （nEユヰユ）  （∩エカ）  （nlSSる）   

1．自宅（手旗事との同居も含む）   lユl  16．3％  115  47．】th  7  Z3．3％    ヱ5】  ヰS，5％   
2．事剛毛人ホーム事   l‡  ●■・  15  6．m  q  3．淋    カ   5．2ウb   
グループホーム   10  】，5％   Z  － ＝・  0  0．Ol絡    lヱ   2．2％   
轟料老人ホーム   之  0．7％  さ  3．3％  0  0．0％    1（〉  l．且¶I   
ケアハウス（糧1モ人ホーム含む）   口  0．4％  5  乙1％  q  】．3サー    7  1．3％   

3．介は七人l■祉施敗（精鋼義雄老人  
ホー・ム）   一拍  9．2％  一帖  18，9％  10  】‡．3％    81 14．7％   
4．介臥七人査t止血   80  28．】％  】5  14．4％  10  】1】％    lZ5  2ヱ．さth   
5．他の匿■■帥の一触■床   山  3．9％  ◆  1．6th  0  0．0％    1S   2．7％   
6．他の匿■■開の■■■床   lj  ●．‘‘h  18  7．qth  口  3．31h    】コ   S．0，も   
7．他のE■機臍のその他の■床   ヱ  0．7th  5  ヱ．1（粘  d  3．鵜    8   1．I，も   
8．色峡の一般■床（10．の■♯を鰍く）   ○  0．0¶】  ○  ● ●・  0  0．【粍    0   0．0％   
10．烏l魔のl■書書施設事入Il暮本鞘★重  

■攫   ○  0．0％    0．41絶  0  0．恥    1   0．2％   
11．昌峡のモの他の■床   3  1．1％  d  0．偶  0  且0％    ヰ   0．7％   
l上その他   】  1．1％  2  0．8％  ○  ● ■・    5   0．9％   
■回答   山  ■・  d  0．4％  ○  D．0％    2   0．1％   

全 体   28】  108．0％  243  1（旧．0％  刀  1∝I．0（h    558 1tX】．0％  



【共通病院】  【全病院】  

■退院先の見通し（再櫓）【図表12】  
（退快の見通しで「90日以内に退院できる見通し」の回答者）  

■退院先の見通し（再掲）【周表13】  

（退浣の見通しで吟後受け皿力曜傭されれば退院できる」の回答者）  

平成20年慮調暮  

邑繍区分1  匡正広分ヱ  
（∩ユ89）  

医■区分ヨ  全 体  
（∩・≠1  （ni21）  （∩・－2払）   

l．  自宅（事■との用居を含む）   53  50．●tん  42  ■3．8tん  フ  ココユ，ん  10ユ  ヰ95W†  
事網七人ホーム讐   S  i6％  ヰ  ヰ．2％  白  こ・・  10  4．9％  
介壇老人箱場数（糟別義正老人  
ム）   7  J．9％  丘  d．｝サl  4  100ヽヽ  17  ＆コ％1  
介印書人魚t姑甘   17  19．1％  ｝4  3S．4りl  4  198％  S5  ヱ¢．7％†  
他の邑織機偶の一般■床   ○  0．0％  0  0．0く賂  0  0．0％  0  0．0％  
他の匿オ機騨の■暮病床   5  5．5¶l  8  ； ・・  3  1ヰ．】【粘  16  7，且％  
他の玉療儀爛のモの他の■窪   0  0．0％  0  0．D％  ○  …・・  0  0．D％  
B環の～般病床（10．の■柵を斡く）   0  0．0％  0  0．0％  口  1．8％  h  0．S％  
自院の介膿瘍義病床＜♯襖＞   8  0．0％l  h  1．0％  n  4．8％  2  1．0％   
10・自辣の陣書書施設事入峡i本科暮定  
■積  0  0．0％  0  0．0（粘  0  0（】％  0  OD％   
匂  ．自碗のその他の痛床   0  0．0％  0  0．0％  ○  ● ●・・  0  80％  
モの飽   2  ヱ．ヱ％  q  101鵜  0  ● －・・  3  15％   
■回書  0  0．0％  0  I■・・  0  00％  8  00％   
全体  89  

※憫癒または軽快して刀日以円に退院で     きる几j虚し」   

平†豪28年虞鯛王  

医療区分1  蛋環区分2  

（∩一789）  

医療区分】  全 体  
（値l－05Z）  （∩コ209）  （∩±ユ．0弧）   

l自宅（竃議との邦居を含む）   1ヱ0  15．2％  151  一 －■ ■  42  201％  】16  lS4％   
2書杓老人ホーム書   】る  こ・・  一之  ヰ．0％  4  1．9％  糾  ヰ．1％   
3．介護老人橿祉施設（特別暮放電人  
ホーム）   15書  ココ．T「ん  290  ユ○，1●ん  4d  n00ん  ¢00  ユ93％l   
4．介櫨老人漫息施設   257  3乙6％  コ9l  37．2％  88  ヰ2．1％  7〕る  35．9％   
S 他の匿撫■一■の「触■床   5  0．6（h  6  ●・・  3  l．4％  11  0．7t施   
6，他の凰■■軒の♯糞■床   ユ5  t40ん  8d  lLユ％  14  6JOん  1ユ5  ●00ん1   
7他の蜃■■臍のモの他のホ床   2  0．ユ％  】  0．3％  8  ー ■・・  5  0．ヱ％   
a白焼の一舶ホ床（10．の■榛を除く）  以  0．〕％  3  0．｝職〉  0  0．O一輪  S  D．～％   
9白虎の介護療暮ホ床＜新規＞   35  ヰ．ヰ％  qO  】．8％  5  2．q％  旗〉  3，9％   
10．自院の陣書書施投書入戌基本料事更  

薫‡l   0．】％  q  0．ヱ％  口  05％  5  02％   
11．白院のその他の■床   5  0．6％  5  0，5％  0  0【）％  10  05％   
1ヱ，モの他   12  ヱ．8％  15  1．ヰ％  】  1ヰ％  一和  20％   
■回答   8  l．D％  9  0．9％  】  1ヰ％  28  10％   
全 体   789  100＿○㌔I  1．D5之  108．Dl鵜  209  1000｛h  2050  100摘   
（注）平成ヱ昨床1汁褒の・TIま平成18年よと比較して】％以上増加がみられたもの、1は】％以上減少がみられたもの  

平成18年虔鯛士  

匿療区分1  二・．．仁  
（∩＝97）  

声i療区分】  匡l筈I十  

（∩一9q）  （n＝14）  （n＝205）   

1．自宅（＃族専との同居も含む）   4】  qヰ．3％   38  ヰ0，ヰ％  j  ヱ14【h  81  ヰ1（）％   
2．轟料老人ホーム曹   口    1％  6  8．q％  0  00％  9  イ4％   
グループホーム   】    1％  口  1．1％  0  …▲・  ヰ  ヱ0％   
■輝老人ホーム   ○    仙  4  1．3†も  0  00（絶  4  ヱ0％   
ケア／ヽウス（軽費老人ホーム含む）   0    0（h  h  1．1％  D  0．0％  n  0．5％   
3介は毛人趨祉施設（特別義雄老人  
ホーム）   8    2％  ヱ5  Z6．6％  5  ヨ5．7h袷  刃  185％   
4．介印象人傑壌絶股   29  旺  卯も  14  14．9％  S  】57t丸  ▲紹  ココ1く粘   
5他の匿疇■闇の“触角床   
6，他の医療職餌の療義貞床   3    1％  0  D．01粘  0  0．0‘鴇  3  1．5％  7    ヱ％  8  8．51粘  口  71‘‰  ．一」旦   
7他の匿■機開のその他の■床   4   

8 自供の一般■床（10．の鋼線を掃く）   

10．自横の陣書書施政事入院さ★料暮定  
■機   

0    0％  0  0．0％  0  0．0％  0  8．0％  
○  0．0％   口  1．1％  0  0（）％  □  05％   

11．自院のその他の病床   0    0（粘  0  0．0¶〉  0  0．0％  0  0．Dl！も  
1ヱ．その他   10％    ヱ    1ヽ  0  0．D％  0  00％  2   
■回答   0    0（‰  0  0．8％  0  ● ●・▲  0  00％   
全 体   97  正  ひ鶉  94  1（札0く絶  lヰ  1D【I－0％  20S  1CO．0％   

平成18年虞臍董  

匿♯区分1  
（匝6乃）  

草■区分ヱ  医療区分3  
（∩ユ80ユ）  回答什  

（爪旛l朗）  （∩三三1．64D）   

1．自宅（書換事との同居も含む）   118  17．5％  106  1ニーヱ％  ヱ5  15ヱ（貼  2‘帽  15ヱ％   
2手綱毛人ホーム専   グループホーム   ヰS  6．7％  1る  5．7％  ヰ  ニ1ヽ  95  58％  

18  2．7％  18  之，2％  0  00％  二妬  ユヱ％   
■料老人ホーム   9  1．｝％  16  乙0（h  q  0．6％  ヱ6  1．8％   
ケアハウス（軽費老人ホーム含む）  18  2．7t粘  12  1．5％  3  1．8％  ココ  乙0％   

3介は老人橿杜絶貯（特別■印老人  
ホーム）   19二〉  28．7％  173  21．5％  18  110％  384  ～コ4％   
4 介虎老人侵噂施敷   2ひI  38．3％  ヱ8る  】5，6％  55  33．5（粘  5ヰS  33．2％   
S．他の匿療七開の一触■床   8  1．ヱ％  q  1．ヰ％  7  ヰ．ヨ％  ヱ6  1．6％   
6他の医療■間の療暮病床   ふ〕  8、91淡I  15l  18．8t池  三氾  385％  26l  159t鵜   
7他の卓■繍朋のその他の■床   6  0．9¶〉  5  0．6％  ロ  ロ．6％  向  0．ア鴇   
8，畠院の一触ホ床（1〔l．の■捜を除く）  D  0．01袷  ヱ  0．コ％  ヱ  1．2（貼  ヰ  0．2％   
10．自院の疇書書施設等入良基本科算  
定病棟   0  D．0（旭  口  0．1％  0  00％  口  01％   
11．自快のその他の病床   祁  ユ．0％  1S  1．9％  n  1ユ％  】7  ヱj勺も   
1ヱ．モの他   16  2．4％  7  8．91）も  0  0．m  2j  1．ヰ％   
★回答   3  0．4％  0  0．0％  0  00％  3  0二！t鶏   
全 体   67コ  100，0％  80二〉  100．0％  1帥  100．0％  1．640  1（旧．m   

【共通病院】  【全病院】  

■退院先の見通し（再掲）【図表14】  
（退院の見通しで「今後受け皿が整備されれば退院できるJの回答者）  

4その他の患者状態像（医療区分眉用項目以外）   

■疾慮（複数回筈）【国表15】  平成ヱ0年鷹研t  

E糧区分1  E■区分ヱ  

（∩＝175）  

匡丑区分】  
（ntさ2乃）  全 体  

（∩一85）  （∩＝；5ユ8）   

1．自宅（書換とのR烏を含む）   
2．青銅老人ホーム事   18  10．  ユ％  ユ4  8  ヽ■  1ュ  1●1％  らヰ  100†んl  2  1．1％   4  1  tん  ○  0．0％  6  1万有‾l   
3介性老人橿杜絶敦（特別書経老人  
ホーム）   

ヰ．介打電人銭亀鳥欄   ヰコ  2ヰ．6％   58  28，1％   8  94％  107  1，9％    ■   8  50．  1ん  1158  6（l．4ウ■   S7  ■71ヽヽ  コ1二l  盲盲：吉元†   
5．他の度■櫨Fの一般■床   0    ％  0  0．0％   ヱ  2．4％  2  0．ヰ（鵜   
8．他の鑑■■■の■義■床   11  0．ユ％   1丁  d．1tん   ロ  1．●％  ュ○  5．古？ん1   
7他のE●機関のその他の■床   0  ● ■・   0  0．0％   0  ■ 川・  ○  00％   
8白虎の一般ホ床（10．の■繍吉闊く）   0  0．0く粘   0    汎  ○  00ウb  0  D．0引｝  
9．自Ilの介は轟t病床＜ホ蹟＞   2．ヱ（貼    5  乙9％   5    ヽ  2  2．ヰ％  匂   
10．自概の庫書書篤欄欄入快基本網■定  
●●   0．6％     0．4％   0  00％  Z  0ヰ％   
11．自快のその他のJl床   口    ヽ  0    ％  0  00％  q  Dヱ％   
12．その他   4    ｝％  】    ％  D  00（粘  7  1：l％   
ホ回答   ヱ    ヽ  0      2  21¶】  1  07‰   
全 体   175  100  ％  278  100  ％  85  1080％  538  1〔旧0％   
腫）平成20年鷹巣針衰の1Tli平成l岬度と比較して3％以上増加がみられたもの、いi3％以上減少がみられたもの  

平成20年虞研董  

墓徽区分1  鑑凛区分2  E点区分】   

（∩＝・乙咽8）   （∩一3．8る5）   （∩＝1563）   
全 体  

ニ▼   
（仲7926）  

30二1 11．1「ん   900  1ん  ■      ■ ■  ㍉4■1 1轟4≠  匹   
不き腐   90  】．6％   159  ％  58   ユ7％  ■       …・  
急†重心不全   15   0．6（粘   ヱ5  ％  31  20％  ●・・  
牡性心不全   之27  9．11ん   4ヰ4  －ん  ユ91 187％  9出 111Iん  u   
ホ血圧痘   餅  ヽ  861  】％  271 17）％  17繋  ユ19（貼   
虚血性心疾患   201  0％  コヱl  国  101  65t施  62】  79％   
傭鶴瞬傷   ヰ7  ％  7ヰ  ヽ  ヱ1  13（施  1ヰヱ  18％  
大凧書類わー析   ヱ08  弼  ヱヱ0  7％  76   疇9【旭  ■     ● ・・  
甘■圧迫書折   95  ％  11q  ％  Z‘  17％  2】5  〕0％  
その他の書折   99  0％  102  ％  26  17％  227  ：〉9％  
榊♯リウマチ   67   ヱ．7％   70  ％  ヱ6  17望l  16二I  21，b   
アルツハイマー■   129   5．ヱ％   之J9  ％  79   5．1％  中I7   5．6％  
アルツハイマー●l以外の紀知症   3⊇7 1ユ．11ん   引柑  1  1ん  ユ3d lさ1り■  1151 1■5勺も  u   
失腎虚   105  1ん  ⊇17  Iん  9ら  ●1％  417  5ユーも  U   
騙性i繹痺   71  ヽ  38  0％  6   0ヰ％  115  1S％  

●  800  き  サl  L3■■  ○ん  Sュ● 3ュ51ん  … ◆               q   
馬出血   ユ～5 1  ヨ  451 1  ウ■  ⊇18 1ユ9『ん  ■⊇4 1171ん  口   
片欄不全申欄   之75  1  ％  51ヨ  ヽ  215 1ヨ8％  ＝       ・   
四肢麻■   9ユ  ヽ  ココ2  ヽ  エ72  11．0（‰  S95   7．5％  
仮性I攣嘱■   77  ユ．1tん   ユユ○  巧  lユ5  801ん  ●●】  さ○●ん  q   
気管支■息   76  】，0％   g3  ％  甜  1．4％  237  】．0％  
膿用事（イレウス）   Z3  9％  ヰ7  ヽ  27  17％  97  12％  
肝不全   7  3％  10  3％  ■     ●・・・  27  0二l％  
がん（も性虞■）   1－I5  ％  2S5  ヽ  iヰ6   9．3％  ・■     ● … ■  
腎不全   6石  ％  317   8．2％   96   61％  479   60％  
（注）平成加年度集計凛のTは平成18年度と比較して｝％以上増加がみられたもの、い士｝％以上♯少がみられたもの   
平成18年度と同じ疾患のみ紀厳している  

平戚18年虔l日量  

＝▲′二ち  医療区分2  

（nI289）  
墜＃区分3  

（∩；3：m）  画苓針  
（n＝8】）  （∩＝・乃2）   

1自宅（雷膿零との同居も含む）   56  19，ヰ％  q5  1ユ．6％  1ヱ  1・IS％  113  161％   
2青銅老人ホーム専   19  6．6％  ヱ1  6．ヰうt．  ∃  3．6％  4】  61％   
グループホーム   10  】．5％   8  1．8【粘  0  00％  16  ヱ3（‰   
事料老人ホーム   
ケアハウス（蛙文老人ホーム富む）   

b  0．7％  8  2．ヰ，も  岳  l．2％  h  1．6％  
7  エ1％  7  エ1％  切  2．ヰ％  16  ～．m   

3．介護老人柚杜絶設（簡別糞はモ人  
ホー▲ム）   69  2】．9％  80  18．ヱ％  9  108【沌  1】8  197％   
4，介印璽人保健施拉   97  ココ．6‘‰  1二≧8  】8．8％  ～9  3ヰ．9％  254  162％   
5他の巳欄■詳の一般■床   】  1．0一粘  3  0．9％  ）  t■ ■  9  1コつも   

色他のEオt開の♯義■l床   ヱS  8，7％  64  19．ヰ％  25  刀1％  11・I  162t施   

7．鴨の匪■廿覇のモの他の■床   】  1．0％    0．3％  口  12％  5  D7％   
8，自駿の一般■床（10．の■♯き麟く）  0  0．0％  □  0．m  0  0．0％  q  0．1％   
10．白焼の拝書書施餃事入院▲本僻事  
電蠣捜   ○  0．0％  q  0，3（粘  0  DO％  □  01（粘   
11．自鏡のその他の病床   m  〕．5％  ヲ  一・・・  b  1二！％  11  2．0％  
12．その他   ††ヽ    7  2．4（絶  ロ  0．9％  C  00％  1D   
書画菩  0  0．0％  0  0．0％  0  00【ね  0  001h  
全 体   2閃  108．0％  3二IO  … ●・  83  1∝〉，0％  702  101）．0％  

平成1      8年鷹桝董  

匪■区分1  Eオg分2  匿■区分】  回書什  
（∩■1．810）    （巾乙刀ヱ）   （n－1．∝石）  

糖尿鋼   
（∩耳5，槻）  

2］の  12．7h   ヰ叫  16，〕％  1二）2  1‡◆ヽ  806  11ヰ％   
不亜顧   1∝）    ヽ  1寸7  5．ヰ％  72  ●；」  】19  57鶉   
急性心不全   5    3％  6  0．Z【粘  1Z  11％  ヱ】  0－I％   
慢性心不全   147    ヽ  2∝〉  7．】％  l∠絡  1】．袖  493  88％   
高血圧症   ヰ07  Z乙5％   5～9  19．q％  175  －・■ ■  1111  198％   
■血性心疾七   93  5．1％   110  5，1％  52  ヰ91池  28ち  51％   
青嶋損疇   】5    汎  8l  3．0％  6  0．6（絶  1三三  乙ヱ％   
大鶴t頚龍一折   1】9    7％  183  6．0％  48  ヰiヽ  3又I  62％   
■♯圧迫サ折   52    9く貼  80  2．，％  ヱ2  2l【絶  1封  27％   
その他の書折   83    ヽ  85  3．1％  】1  2．9％  199  〕．5％   
臍蘭リウマチ   二！6    Olh  71  之．6％  10  D，％  ＝7  ヱ1％   
アルツハイマーホ   79    ％  1t13  3．8％  ヰ7  1．ヰ（粘  229  4．1％   

アルツハイマーホ以外の眩知症  】15  旺  ヽ  519  19．0（粘  171  16．3％  1∝姶  1gOt払   
矢指症   14Z    ヽ  2筍  9．Ot粘  町  84％  ヰ78  85％   

‘＝＝‘   lヱ    m  之ヱ  ■i・・  8  ■ こ・・  42  ○札   
▲  7ヱヰ  ヰ0  0つも  9～8  】5．1％  11ヰ  ：；▲・  ヱ096  ユ7ヰ％   
忘出血   ヨ】3  匹  ％  ヰ68  17．1％  170  15．9（鶉  97l  173％   
片¶不全粛正   310  正  ％  ヨ47  1二l．7％  94  88％  751  134％   
四棟中井   81    ％  ヱ9ヱ  1ロ．7％  118  111％  q91  88％   
仮性輝線痺   257  に  ％  4】ヰ  15．5％  198  186％  879  157％   
l■息   ヰ3  乙1％   印  乙之％  55  5之％  15迫  28％   
膿閉暮（イレウス）   10  砧・   ヱ6  1．Ot袷  3ヱ  コ0％  朋  1ヱ％   
肝不全   向    ヽ  こ◆  0．9t絶  16  15％  5l  09っも   
がん（玉性∬ヰ）   95    ヽ  147  5．ヰ％  11q  10弼  35ヱ  6］t粘   
T不全   8l    ％  17ロ  6．ヱt鵜  文l  ヰ．7％  刀】  S．ヰ％  



【全病院】  
【共通病偏】  

■感染症（棟数臥答）【国表17】  
4その他の患者状想像（医療区分採用項目以外）   

■疾患（棟数回答）【国表16】  

平成ZD年度Ⅵ暮  

匿徽区分l  邑■区分2  ■●匿サー  全 体  
（nT乙4？8）   （nt3．防5）   （仲1．弱ユ）   （∩－・7－9：6）   

抗生牧師剛Hほ壌（たとえlかt闇〉  19  0．8％  92  2．ヰ％  lZl  7．7％  Z32  ヱ．9％   
緩天性免鍾不全症桟欝（HⅣ蓼縫合む）  0  0．Ol貼  ユ  0．1％  8  0．1％  】  0．0％   
ウイルス性l羊炎   刃  l．ヱ％  4之  1．1％  18  1．D％  88  1．1％   
上気遭≠染   5  0．21絶  田  0．！％  ヱ2  1．ヰ％  揖  0．8（粘   
鰻血虚   口  0．0％  8  0．之％  12  0．8％  山  0．3％   
織機   13  0．5％  5  0．1†b  9  0．6％  ヱ7  0．】％   
インフルエンサく♯醜＞   ロ  0．鵬  5  0．1％  3  0．之％  9  0．1％   
■腸炎＜新規＞   凹  0．4％  20  0．5％  之5  1．6％  蕩  0．7t貼   
欄膿炎＜新規＞   n  0．0％  ◆  8．lく粘  2  0．1％  7  0．1％  

平成20   年正調董  

■療区分1   覆轟区分】  蚤■区分ヨ   全 体  
（脚ヰ％）   （n19も1）   （∩コ・q乃）   （仲l－9弟）   

■胃病  富9 11．9％  】45 ユ5．51ん  97 10．ユ，ん  401 コ0．7％  u   

不養  順   31  6．3％  】ヱ   3．1t絡         －・・  こ      ・・  
急性心不全  ⊇   0．41粘  3   0．ユ％  4   0．8％  9   0．5％  
憬性心不全  らT ll．5【ん  1：柑 14■1ん  98 ユ0．51ん  ユ03 15．11ん  n   
暮血圧痘  1ユ○ ユ■．ユ1ん  ユエコ 13．ユ1ん  10● ユ1．7％  ●5丁  ユ3．●1ん  山   
■血  †重心痍き   37   7．5¶】  ヰ3   ヰ．5％  2‘  5．ヰ％  1肪   5．5％  
■■  損≠   ；     ・・  之る 乙7％  6  l．】％  SO   2．6％  
大且  t頭♯サ折   ヰ1  8．3％  58   6．0％  22   ヰ．6t払  121  6．3％  
★檜圧迫す折  ●       ■・・  】1  ：l．ヱ【払  1：l 】．m  5ヰ   2．8％  
モの  他のt折   15   3．0％  三三   2．6％  ll  乙3％  ∫1  2．6％  
ウマチ   lT   l寸ヽ  ・      ●  10   2．1％  ■●       ■ ■ ■  
ハイマー＃l   28   5．ヱ％  5‘  5．8％  25   S．2％  107   5．S％  
ハイマー■以外のE知痙   85  17．1％  ・－     ・・・・  ●■    ・′■ ■      一  ■ －  

失II  症   49   9．9‘h  87   7．（鵬  】1  6．5％  147   7．6％  

臓性摩轟  】  0．6％  こ      ● こ  ■・  l】  0．7（h  

丘後事  178  3S．5事l  ヨ16  3之．9％  161 】3．弼  8S3  】】．m  

i出血  7コ 1■．51ん  1き0 1ユ．51ん  90 10．01ん  ・こ          ロ   
片★  不全鼻書   ●ュ 1■●ヽ■  174 1■．11ん  ＝      ■ ・  ュ8T 19．OIん  Ⅲ   
廿F 三†  」■  109 11．3％  8二1 17．3，も  コ1－I ll．1t粘  
f性ヰ摩■  こ ・  115 1ュ．01ヽ  8● lT．5tん  15｝ 1ユ．1りb  口   
気■  支Ilふ   lS   】．0％  ユ1  2．2％  】】  ■．6％  58   3．8％  
■■  暮（イレウスl   2   乱ヰ％  15  1．6％  8  1．m  ユ5  l．】％  
肝不全  3   0．6％  之   0．21も       ■ こ・・  9   0．5％  
がん  （モ性■瘍）   ■■  7■   7．7t鵜  ヰ1  9．2％  141  7．3％  
T不全  15  ：Ⅰ．0％  31  】．ヱ¶】  29   6．1％  7ち   3．9％  
（注）平成～0年度膿汁1の、†は平成18年よと比較してI％以上増加がみられたもの、い     ま汎以上繊少がみられたもの   

平成18     年度■董  

匿■区分l  匿■区分コ  ■●区分）  回答針  
（∩一1．飢0）   （仲乙乃2）   （n量1．脱）   （n－5′柑）   

桃生軌片耐性薔♯鎗（たとえばMR五l）  抑  1．1％  81  ユ．0％  9：l  8．7っも  1，†  15％   
後天性免ま不全瞳饅繹（HⅣ重鎮含む）  0  0．0一輪  0  0．0％  凸  0，1％  b  0．0％   
ウイルス性肝炎   8  0．8％  15  0．5嘲】  4  0．嘲  3■  0．6％   
上■■■●   15  0．8％  7】  乙刀も  三応  3．4†－  1ヱ4  2．ヱ％   
敗血塵   山  0．1％  ◆  0．1（h  lO  0．9％  1S  0．ユー鶏   

滝擁   ヱ  0．1％  ヰ  0．1％  口  0．1％  7  0．1％   
一 ■‘・   0  8．0％  0  0．0％  0  0，0％  0  0．D％   
上記以外の織機   口  0．1％  4  0．1％  口  0．1％  7  0．11絶   
皮膚の憩染丘   10  －・・・  37  1．槻  Z2  2．1％  餌  しヱヽ   
急性闇炎   7  0．ヰl絶  lヰ  0．5％  n  1．0％  ユ之  0．伊鶉   
・J‘廿・・   0  0．0％  u  0．0％  0  0．0％  口  0．摘   
急性辞典   0  ○，0％  ヱ  0．1％  2  0．ヱ（粘  I  0．1【絡   

■間せ状況（複数回薯）【国表18】  

平彪0年     正叩暮  

慮■区分1  ■■邑分ヱ  ■●邑媚1  全 体  
（小・乙498）   （小・3，一路5）   （n－1．光】）   い■7．，26）   

脱水   0  0．弼  2q9  ■・■  之15  13．8一輪  榊  5．9％   

妄想   32  1．3％  148  】．8％  31  ヱ．0％  211  Z．7く給   

発熱   ）●  l．●Iん  150  9．1ヽ■  5王1  ユl．ユ1ん  ■07  11．●1ん1   

幻覚   26  1．0％  9l  2．q％  31  2．Ol粘  151  l．9％   

lt吐   9  0．4％  S3  1．4％  弱  ヰ．ヱ％  128  1．6％   
｛水   10  0．ヰ，も  S7  l．5，も  98  6．3％  165  2．1‘鵜   
正木   6  0．2Ib  17  0．疇つも  19  l．2％  42  0．5％   
洲ヒtの量退陣暮（瘍を伴う）   口  0．0％  ～l  0．5【b  18  l．2t給  ‘旧  0．51ね   
JHヒサーの体内出血＜r鶴＞   0  0．鵬  ヱ8  0．7％  39  2．5t粘  ら7  0．8％   
1血く新規＞   59  ⊇．●％  191  ●．ダ鵜  14Z  9．1％  】9】  4．9サー   
め憂い＜★規＞   20  ■ こ・  コ8  1．0％  8  0．5％  66  0．8％   
便牡＜析且＞   527  21．1％  1．ヱか）  33．1％  ヰ85  】1．0％  2．29ヱ  Z8．9th   
犀 優失禁＜…＞   1．OIS  ●・・▲・  】．179  S6，1％  1．0！2  8L4％  1．】16  53．之％   
（注）平成20年虞集計費の、Tは平成18年  魔と比較して】t賂以上増加がみら九たもの、上lま     ヨth以上♯少がみられたもの  

上記疾熟ま、平成押年度M暮■に排したもののうち．平成18年虞■雷井とRじ■自で比裁可驚なもののみ穐t  

平成18年     正1月暮  

匿汝区分l  ■■区分ヱ   匿■区分】  回書l†  
（n1771）  （n－1，2ヰ3）  （nI5コ之）  （仲】．51る）   

■■■   川2  1】．ヱ％  18二I  1ヰ．刑  75  1tl％  300  l－I．1％   

不暮虚   ヨ4  4．4％  ヰ8  3．9％  ユユ  1．】tわ  1（】5  

急性心不全   q  0．3％  】  ○，2％  2  0．ヰ％  6  
慢性心不全   6之  8．0％  的  る．ヰ％  乃  11．1％  217  
耳血圧虚   175  22．7鵜  18二I  lヰ．7％  76  1ヰ．】％  411  
虚血性心疾患   】7  ヰ．8％  57  ■←   2ヱ  4．1％  116  

「・＝ こ   ．始  3．4％  49  】．州  2  0．4％  77  
大鵬サ頚飾廿折   54  7，0％  62  5．0％  之2  q．1％  l鳶  
書檜圧迫書折   田  ヱ．1¶】  26  t．1ヽ  10  1．91鵜  S：l  
モの他の書折   之q  11ヽ  ヱ9  乙ヨ％  13  ヱ．1％  6る  
断簡リウマチ   9  1．2％  29  2．3％  6  1．1％  ヰ4  
アルツハイマー■   ヱS  3．ヱl絡  37  】．0％  17  】．21h  79  
アルツハイマー■以外の控知虚   111  14．■％  ZZ8  18．3％  71  13．‡％  418  

舛  1Z，】％  11ヰ  9．2勺b  5；≧  ・＝・・  2駈  
■  0．S，も  8  0．6，も  □  0．ヱ％  l】  
30ヱ  〕9，Z％  399  ）ヱ．1％  201  】7．8％  90ヱ  
1卸  23．弛  2ヱ2  17．9％  103  19．4一輪  58S  
156  ～0．2th  l封  12．4th  56  10．5％  〕％  
◆7  6．1％  H■  11．6％  57  10．7％  Z欄  
174  ヱ乙6％  ヱ69  ヱl，6％  1：17  25．8％  S80  
18  ヱ．3％  Z9  之，】％  之8  5．3％  75  
口  0．1％  10  ■i・  10  l．9％  同  
S  0．6％  10  0．島％  6  1．1％  ヱl  
17  6．1％  83  i．1％  36  6．8【姑  146  
ヰl  S．‡¶〉  Sも  1．5％  Z之  1．1％  119  

（注）平成20年度集計表の、†は平成  18年度と比較して諏以上増加がみられた     もの、1は沸以上減少がみられたもの  

平成18年   慮Il暮  

慶■区分1  鑑■区分ヱ  ■●区分1  ■暮l十  

（仲1．810）    （匝】，乃2）   （∩まl．鵬）    （仲5．…）   

脱水   ○  0．8％   186  6．椚も  1Z9  l乙1％   315  5．6％   

事憑   5■    ㈹  185  ・こ一・  32  3．0‘始   ヱ71  4．8く絡   

黄熟   50    8t絡  378  ；」・  458  、 1  恥  引蛤  15．8％   

幻1   ココ    8％  1（】3  3．8％  2ヨ    2％  159  乙8t絶   

l■吐   5    3％  7】  ユ．6％  コ9    ア賂  11‘  乙1％   

常永   ヰ    ヱ％  28  1，0％  8l    m  9：〉  l．7架I   

ll水   
口    1％  10  0．1％  20    恥  】l  0．6％   

洲ヒ讐のi遇陣書（瘍を伴う）   】    ヱ％  7  0．弼  17    6％  27  0．5％   
高加レシウム血症（10．知〟dl以上）   0    0％  ◆  0．1％  2    2％  6  0．1％   
慕濱T（癌を伴う）   ヰ    Z％  9  0．ヨ％  2l    0％  】l  0．6％   上記疾患Ii、平成20年度桝査震にだ粧したもののうち、平成18年度調査票と同じ項目で比較可能なもののみ掲載  

16  

【共通病偏】  
■感染症く複数回香）【国表19】  

け  

■処♯・治療（複数回筈）【国衰21】  

1 ∴ l     tl■暮  

■●■サl  E轟区分ヱ  t●区分】  全 体  
（仲も欄8）   （n一】．肪5）   （匝1．5る乃   （∩■7．926）   

扶がん州■法   ヰ  0．2，も  11  0，3％  4  0．3％  19  0．2【h   
■雷、F■．人工肛∩などの■の島T  288  8．｝≠  ■10  11．0『ん  ■05  ▲  1．●l｝  18．01んl   
放射丑治正   0  州・  n  …・・  1  0．1％  之  0．0％   
取引（181－7回）   1一三  5．7％  271  了．0ヽ  21】  1）．8％  627  7．9【絡   
Il血   ○  8．0％  S  0．1％  14  0．9％  19  0．2％   

II和ケア   ，  臥4†も  31  ■：・・  】】  1．5％  63  0．8％   
ヰ弁コントロール   ヰ1  l．8％  108  Z，8％  ヰ9  3．1％  20l  Z．S（ね   
麟麓甲tカテーテル   1：lZ  5．3％  l訪  11．0％  143  こ ・・  l．001  12．61始   
血書チェック（遇1由一1t】21司）   01  乙●1ん  ●00  11．■％  ヱ｝5  15，○≠  792  l0．0≠I   
インスリン皮下注射   45  1，8％  316  8．ユー輪  110  7．0％  171  5．9（粘   
（注）平成20年度集計腰の、Tli平成1昨度と比較して】％以上増加がみられたもの、1は      ヨ％以上減少がみられたもの  

平成ヱ○     年月‖■董  
匿■区分1  E■区分Z  毘■区分3  全 t事  

（∩】・●兆）  （∩■9¢1）  （n；479）  （n－l，9：絡）   

抗生捻ー耐性菌¢染（たとえばMR5A）  8  l．6％  20  2．1％  ヨ○  る．3％  58  1㈹   
繍天性免疫不全症♯群（HⅣ感染含む）  0  0．0％  0  0．0％  0  0、Ol粘  ○  0．0％   
ウイルス性肝炎   l】  2．8％  9  0．9¶】  9  1．91ね  ヨ1  1．6％   
上気；1筍鎗   1  ○鳥％  12  1，2％  1ヱ  ユ．5t粘  27  1．1，も   
敗血症   ○  0，○％  ヱ  0．ユ％  1  0．8％  6  0．3％   

片械   0．ヱ％  2  0．ヱ％  1  － こ・  7  0．†％   
インフルエンザく■捜＞   ○  0．0％  8  0．0％  q  0．1％  2  0．1％   
■縞炎く断規＞   2  0．4％  5  0，5％  凹  ヱ，y池  18  0，9％   
甘頑炎＜新規＞   □  0．2【ね  8  0．2％  q  0．2％  4  0．2％  

平成18   年度河童  

虚■区分l  匿■区分2  匿■区分ヨ  歯音汁  
（∩－771）  （胆1．ユ43）  （∩■5ココ）  （nヨZ．5」絡）   

扶生物丁耐性菌審巣くたとえばMRSA）  6  仇8％  15  1．】％  】ヱ  6．0％  5：！  乙1％   
後天性免鍾不全症鋏＃（HⅣ感染含む）  0  ○，0く払  0  0．㈹  u  0．ヱ％  口  0．m   
ウイルス性肝炎   6  0．8【絶    0．S％  ■  8．8％  lる  0．6％   
上気遭感染   8  l．0％  11  】．｝％  18  】．4％  67  乙8％   
鹸血症   0  0．0％  2  0．ヱ％  6  l．1qも  8  0．3t施   

轄凍   山  0．1％  之  0．2％  山  0．ヱ％  ヰ  ○，2％   
多事l耐性俺機   0  0．㈹  0  ● ●・・  0  0．0％  ○  0．0％  
上I己以外の鞠娩   n  0．1％  2  0．2％  n  0．2【粘  ヰ  0．2％   
丘膚の感染症   1  0．Sl貼  田  l．0％  7  1．ユ％  2ヰ  0．9％   
急性畑炎   4  0．S％  7  ●・・・  ◆  0．8％  15  0．6％   
暮也●■■   0  ■ ■・・  0  ■ ●・  0  0．0【粘  ○  0．01絡   
象性犀炎   8  0．0†も  ○  0．0％  0  0．0％  0  0．0％   

平成18年正調t  

E■区分1  蜃薇区分2  匪環匹分ユ  回答I十  
（∩・11，810）   【∩一乙乃Z）   （∩＝・1．（脆6）   （n－5．…）   

坑がん州■5童   6  0．弼  8  0．i【h  3  0．31払  17  0．3％   
■礪．甲繍、人工肛nなどの♯の処t  ヱ85  11．3％  70S  Z5．8％  296  27．8t姶  1．2鴫  ヱ1．51鵜   
触射■治■   ロ  8．1％  0  0．0％  口  0．1％  1  0．0％   
吸引（181一・7回）   ％  5．】％  205  7，5％  167  15．7％  ヰ88  8．】t鵜   

★血   q  0．1％  4  0．lt払  向  1十1ヽ  17  0．淋   

ヰ和ケア   ロ  0．】¶I  19  8．m  1S  l．4％  一IO  0．7％   
ヰJ■コント⊂トール   13  ヱ．ヰ％  108  4．0¶I  35  ヨ．才鵜  18る  3．3％   
麟此ヤ才力一テ一千ル   l00  S．5％  328  1LO％  35ヱ  ココ．ぴh  7湘  l：I．9％   
血糠チェック（11回－182国）   58  3．2％  10：l  こ・・  9ヱ  こ ●  253  4．5％   
インスリン皮下注射   ヰ9  乙7％  176  6．4％  53  5．0，も  ヱ78  S．0％   

■状態の安定性（複数回筈）【国表22】  ■同糧状況（棟数回層）【図表20】  
平■ヱ0年よ叫暮  

■●■鯖l  ■●■升‡  ■■■II】  量捧  
（n－1側）   （n－】，86S）   （∩一1．弘明   （∩，7．9述）   

■1における■1が仏書   17  ○，m  刃  1．0（h  11‘  7．ヰ％  172  Z．2th   
暮性鐘状が集塵したリー発性や慢性の  
膚■が幕たした   ユ1  1．m  12轟  ⊃．ユ●ん  遇1  1■．1帆  ●10  5，コ≠l   
末鋼の痍1であり．集●が‘カ月以下であ  

る   9  0．1％  38  1．D（賂  109  7．0％  1鵠  乙Olh   
床上安静の穐示ありく織＞   71  】．0，も  198  5．1％  145  ，．コ％  ヰ17  ま邦   
（注）平成20年よ典計衰の、Tは平成l昨よと比較して3％以上増加がみられたもの、1は3％以上漉少がみられたもの  

平郎0     ・  

慮徽区分1  匿■邑分2  占■区分】  全 体  
（∩■ヰ％）  （∩－！略l）  （∩－4乃）  （nll′9蔦）   

親水   0  0．恥  9S  9．9％   100  20．9（h  19S  10．1％   

妄想   6  l．ヱ％  ）ヰ  】．5％   7  1．5一丸  47  ユ．ヰヽ   

舞鎗   1■  1．8ヽも  1■5  1さ．1ヽヽ   ｝●1  50，5≠  401  ユ0．7ヽ■†   

幻覚   3  0．弼  19  2．0％   口  1．3％  28  l．Iヽ   

■吐   n  0．2％  17    こ・  ヱ】  ヰ．8％  1l  2．1【粘   

井水   8  ■ ■・  1d    9％  37  7．7％  SS  ユ．伊鶉   

農水   0．Z％  1    ■ヽ  5  1．0ウb  10  0．S％   
欄化tの為遇樽T（瘍を伴う〉   0  mO％  7    7th  S  1．Otb  1ヱ  0．6％   
一日ヒt事の体内出血＜爺娩＞   0  0．㈹  山    lヽ  7  1．Slh  18  0．9％   
責血＜ホ撫＞   18  コ．6％  ■7    9≠  Sユ  1l．1†も  118  6．1th   
め≠いく無嬢＞   7  1．●tね  13    ◆ヽ  ユ  ■・・  ヱ】  1．i，も   
優艶＜♯糧＞   l（鳩  2l．8％  28】    ↑，も  154  3乙之％  545  コ8．i，も   
見 優失無く新規＞   ヱ59  52．】，も  67l    81も  m  77．9％  1．30】  ‘7．】t鵜   
全 体   4％  州・  9石l  108．0％   479  ■▲＝＝・  l．936  1（XI．81賂  

、一 ：     年虎M董  

度■区分1  ∴ ■－ニ ソ  置徽区分3  回書什  
（∩■l，810）   （n－も乃】）   （∩】・1．胱6）   （n■～，…）   

■主におけるt■が必事   6  0．‡，も  qコ  1．5％  95  8．9％  143  之．5‘h   
1性症状が発生したり事彙性や慢性の  
：…・▲   4S  ヱ．5％  2】5  8，2％  エコヱ  21．8t鶏  58之  9．0％   
末期の痍1であり禽禽がるケ月以下であ  

る   0．6％  19  0．袖  乃  6．8％  10二I  1．81h  

♀l■18    年正明暮  

雷■区分1  匿■区分Z  l■■区分】  回答絆  
（∩；771）  （∩一1．…一刀  （n曽5】ヱ）  （∩▲】．～嶋）   

脱水   0  0．0％  1封  l（〉．0％   ㈲  15．0％   ヱ0ヰ  8．0％   

宴せ   25  】．弼  70    6％  16    0ヽ  111  4．ヰ％   

発熱   25  】．兆  19丘  正  8％  コ2‘  4  5％  ●I7  17．8％   

幻鷺   17  1之（払  ユ5    ■ヽ  8    5％  仙  2．ヰ％   

■吐   2  0．弛  ユユ    7Ib  2ヰ    ！ヽ  59  乙3，も   

■水   ～  0．】％  山    9％  噌    ～ヽ  5】  2．1％   

慎水   q  0．1％  3    1ヽ  7    弼  山  0．ヰ％   
漬化tのi遇幹事（瘍そ伴う〉   0  0．Olh      lヽ  n    S％  9  0，●％   
1カルシウム血色（10．5■〟d以上）   ○  0．0％  ヱ    ヱヽ  口    ヱ％  ）  0．1％   
も濠※（癌を伴う）   口  0．1ウb  8    与ヽ  11    lヽ  1I  0．7t払   

ll．  



【全病院】  【共通病偏】  
■栄養摂敬の方法（複数回答）【図表25】  ■処凛・治療（棟数回答）一因表23】  

匿オ区分1  匿轟区分2  蛋♯区分】  
（恒三．ヰ98）  （n13．885）   （∩＝1．5るコ）  （∩＝ヨ7．9ヱ6）   

平成20     ：  †             全 体              中心け脈兼糞  8  0．0％  D  0．0明〉  400  】5．6％  ‘l（氾  5，び払  兼‡l雷I巌業霊  ニ■  l．0％  1ヱ6  3．3％  Z58  16．寸％  ヰ休  S．1％  I重曹栄■（軽■等、■壌）  ヰ9ヨ  19．7％  1．朗8  ヰ3．9％  71ヱ  45．6く粘  ヱ．叩3  36．6■池  維菅栄養（耀▲事（■＃を放く〉）  151  ・一・・  S28  13．m  ヱヰ6  1S．m  92S  1L7％  経t菓暮（■♯）  342  13．7％  1。17コ  刀．3く粘  47ロ  30．1％  1．98ヰ  ヱ5．0％  いすれか1つ以上鰊当  51－I  ZO．6％  1．797  ヰ6．5％  1．199  76．m  3．510  ヰ4．3％  
平成ユ0年虞折董  

■■包十＝  匿♯区分Z  民事■i差分〕  全 体  
（仲ヰ％）  （n＝粥1）  （伸一乃）  （∩＝1′9J6）   

抗がん雷I療j去   1  0．2（‰  2  0．2％  0  0．0％  ‡  8．2％   
■■、甲事、人工」江∩などの＃の処t  78  1S．7■ん  ｝⊇｝  ユユ．0ウヽ  1さ8  39．コ％  5■○  】0．4■んl   
放射I義治■   0  0．0¶〉  0  0．0％    0，2％    0．1％   
吸引（1日1－7回）   37  7．5％  61  6，3つも  55  11．5％  15二〉  7．9％   
輸血   0  D．0（ね  何  0．2％  7  l，5％  9  0．5％   
捜和ケγ   5  1．0％  17  1．8【ね  9  1．隅    1．6％   
痩，■コントロール   5  1．0％  3ヱ  】．3％  1S  コ．1％  5ヱ  2．職   
膀胱留置カテーテル   〕2  6．5％  111  11．9％  106  22．1％  252  13．0％   
血書チェック（遇1日一1E12巨］）   S  1．0■ん  1■○  18．丁≠  117  ユ▲■■ん  ユ○⊇  i己盲有 
インスリン皮下注射   8  l．6％  9l  9．5【粘  ヰ8  10．0％  1ヰ7  7．6％   

平成18年度荊妻  

医療区分1  医療区分ヱ  基点区分】  回答什  
（∩＝；1．自10）   （∩三乙7】2）  （∩＝＝1．鎚6）  （∩亡5，6冊）   

中心静廉栄養   0  0．8％  0  8．0％  ］研  3q．1％  】6ヰ  6．5％   
末梢静簾栄養   Zコ  l．】％  106  ユ．9％  199  18．7％  Jヱ8  5，a％   
繹菅栄糞   357  19．7％  l．之1ヱ  ヰ5－5％  一沌8  ヰ】．9％  2′067  36．9（h   
いすれか1つ以上執当   377  20．8％  l．319  48．コ％  886  83．1（施  ヱ．58ヱ  ヰ6．0％   

（注）】早成20年度集計表の、†11平成18年度と比較して】％以上増加がみられたもの、いi］％以上減少がみられたもの  

平鹿18年償講書  

匿オ区分1  匿舟区分2  虚療区分】  回筈計  
（伯方1）  （∩＝1．243）  （∩コ5力）  （∩＝2，5ヰ6）   

抗がん網療法   ヱ  0．門も  4  0．銚    q．2っも  7  0．3％   
▼爛、■爛、人工旺∩などの礪の処t  111  11．ヰ％  36l  29．0％  l乃  j乙0％  6ヰ2  25．之【絶   
放射は治療   0．†ヽ  0  0．0％  0  0．0％    0．D％   
暇引（1日1－7回）   」H  S．7％  1ロ7  8．6％  78  1－I．7％  229  9．0％   
ll血   □  0．0％  4  0，3％  10  1，9％  14  D．5％   
穫和ケア   ヱ  0．ユ（粘  3  0．2％  6  1．1％    0．1％   
鐸ヰコントロール   lj  1．7％  コ9  コ．1％  q  ヱ．1％  63  
膀胱曾1カテ▲一子ル   て    】7  ・＝・・  153  12．3％  lヱ6  217％  316   
血糖チェック（遇1匝－182匡l）   之1  11％  ユS  こ・・  ヰ7  8．8％  106  ヰ．2％   
インスリン皮下注射   20  ヱ．6％  8：l  6．6％  ヨ4  6．ヰtね  13‘  5．】％   

tリハビリテーションを要す状態【国表26】（遇去3日間1こおける必要性）  

平康之0年鷹鯛董  

匿■区分1  医事一区分2  E★区～H  全 体  
rn＝■2ヰ981  rn∃；ヨ．8る引  ーn＝1．5831  （∩＝・7．926）   

特にリハビリテーションは必事ではない  さ7之  ュヰ．9％  l．ヱ46  ユ1．】％  61l  ⊃9．11ん  ユ．7之9  34．4●ん†   
■締的リハビリテーションが必霊な伏せ  1．109  4■．ヰIん  1．890  48．9％  719  ヰ6．0％  ユ．718  46．9％l   
‡l撞的リハビリテーションが必要な状熟  396  15．9％  淋  1ヰ．6％  18丘  11．9％  1．1鳴  11．5th   
■回答   1ヱl  4．8％  165  q．｝％  ヰ7  】．0％  】ココ  4．之％   
全 体   乙ヰ98  100，0（貼  3．防5  100．0％  1．56ヱ  100．0％  7．926  100．Ot輪   
（注）平成ヱ○年度集計喪の、Tは平成1る年度と比較してヨ％以上増加がみられたもの、1は】％以上減少がみられたもの  

■状態の安定性（櫨数回苔）【国表24】  
平成18     年度綱童  

区点区分1  医療殴桝  民放区分】  包菩針  
（∩±1．810）  （∩＝；2．乃ヱ）   （∩；1．066）  （∩＝5．摘）   

特にリハビリテーションほ必璽では克い  q59  25，ヰ％  る04  29．4％  428  ヰ0．ヱ％  1．691  】0．2｛粘   

嶋持的リハビリテーションが必手な扶熟  9朗  5コ．5％  1，409  51．6％  Sll  ヰ7．9％  2．888  51．5％   
積極的リハビリテーションが必羊な状惣  30q  16．8（給  395  14－5％  73  6．8％  77ヱ  1二】．8【粗   
★回書   79  ヰ．ヰ％  12ヰ  ヰ．5％  5ヰ  5．1％  257  ヰ．6％   
全 体   l．810  108．m  2．7】Z  108．0（旭  1．0髄  100．0％  S．600  100．Ot袷   

平成ユ0年虔調査  

医療区分1  蚤柵区分ヱ  凰■区分〕  全 体  
（∩＝196）  （∩＝961）  （匝4乃）  （∩＝l．936）   

■主における管理が必羊   3  0．6％  7  D．7t池  Zl  4．4％  31  l．6％   
急性症状が発生したり再発性や慢性の  
同瑠が再せした   5  1．0■ん  39  4．1tん  74  15．40ん  118  6．1％l   
末期の疾患であり、余禽が6九月以下であ  

る   j  0．ヰ％  1ヱ  1ヱ（絶  ヱ2  1．6％  36  1．9％  
床上安静の指示あり＜新，責＞   】．0％    11  ヱ．2t‰  ヱ1      5．ヰ％  58  

■リハビリテーションを要す状態（再掲）【国表27】  

“必要な状態”の場合、発症してからの日数  
平成18年正調董  

匿■区分1  医ヰ区分2  医療区分ヨ  回菩肘  
（n±771）  （nll．2ヰ3）  （値5ユ2）  （∩＝2．5‘枯）   

個重におけるt理が必事   2  0．3％  1コ  l．0％  ヰ‘I  8．】％  59  2．】％   
急性症状が発生したり再発性や慢性の  
間胤が再燃した   29  】．8％  11ロ  8．8％  12］  2コ．1％  26ヱ  10．コ【粘   
末期の疾患であり余命が6ヶ月以下であ  
る   ～  0．6％  5  0．ヰ％  ヱ9  5．5％  】9  1．5％   

鑑薇区分1  医機区分2  匹丑区分3  

（∩；1．貿）5）   （∩±亡ヱ．45ヰ）  （n＝9q5）  （∩＝明朗）   

14日以‾F   平成20年正純董            全 件                円  ●：・・  十1  1．循  25  2．る％  78  1．6（粗  15日から】0日以下  10  0．7払  117  4．8％  18  2．0％  145  3．0％  31日から90日以下  27ヰ  7前転  118  8．9％  91  10．1％  58】  1ヱ．0％  91【ヨから180巳以下  220  1ヰ．る％  2乃  11，之％  11】  1乙S％  6（沼  1：〉，S（賂  181日以上  02之  占1．31ん  1．7S5  71．5％  右46  フ1ノ■％  ユ．3エコ  仙．3●んl  九回答  67  ヰ．S【粘  ヰ8  2．0％  田  Ⅰ．3％  1ニ〉7  之，6（蛤  全体  1．585  ●⊥● ●・・  ヱ，ヰ54  100．0％  905  1∝】．0％  1．8糾  100．0【ね   
（注）平成20年度▲汁表の．†は平成18年度と比較して】％以上地加がみら九たt〉の、1集ま3％以上減少がみら九たもの  

鑑繍区分1  医療区分～  医療区分】  
（∩＝三l′ヱ7二と）  （∩＝1．804）  （n＝■5錮）  （∩芦3．6蝕〕）   

1利ヨ以下   平成18年度隅董            回答什                山  0．1％  37  2．1％  lG  乙7％  5ヰ  1．5％  15日から30日以下  る  0．5％  87  ヰ．8％  口  l．9％  lひI  ヱ．8¶〉  31日かち988以下  1Sl  11．9％  16ヱ  9．0¶，  71  l之，7一輪  387  10．6％  91日からl即日以‾F  17コ  lュ．5％  ヱnl  11．1％  7－I  lヱ．7％  ヰヰ7  122％  1さ1日以上  9】ヨ  7ユ．3％  しヨ08  72．5％  ヰ03  69．0％  2．6ヰ4  7ヱ．21粘  ■回答  9  ‾▼笥．乃⊃  9  0．5％  6  l．0％  21  0．7％  全Il  1．27ヱ  100．0％  l．80ヰ  100．0【粘  584  100．D％  ユ．弼  1〔札0％   
：u  

【共通病院】  
■リハビリテーションの実施（棟数回答）［国表31】  ■栄養摂取の方法（複数回答）【恩義28】  

平成20年度胸査  

医療区分1  医療区分ヱ  亀頭区分ヨ  全 体  
（∩ごコ，ヰ98）  いっ】．865）  （∩＝±1．563）  （∩＝7．926）   

a．心大血管疾患Ijハビリテーション（Ⅰ）   2  0．1％  】  0．1％  0  0．ロ％  5  0．1％   
b，心大血管疾患リハビリテーション（Ⅱ）   2  0．1％  1  8．0％  1  ロ．1％  ヰ  0．1％   
⊂．脳血管疾患讐リハビリテーション（Ⅰ）  ヰ79  

171   
亡．温血t疾患礪リハビリテーション（Ⅱ）  121  ■ ；・▲  288  5．4％  5－I  3．S％  】8〕  ヰ．8％   
†．運動場リハビリ子－ション‖）   383  15．3％  q）1  10．q％  1Zヱ  7．8％  9D6  11．q％   
q．遵勤もリハビリテーション（Ⅱ）   66  2．6％  7：〉  1，9％    0．7％  149  1．9％   
h．呼吸譜リハビリテーション（Ⅰ）   1j  0．5％  25  0、6％  】3  乙1％  71  0．9％   
l．呼吸書リハビリテーション（Ⅱ）   3  0，1％  7  8．2％  6  0．4％  16  0．ヱ％   
J．摂食機IE療法   96  ヨ．8％  260  8．7％  129  8．〕％  ヰ85  6．1％   
k．▲団コミュニケーション療法   

■回答  
16  0．6％  1コ  0，3％  0  0．0％  i9  0．4％  
1．272  

※リハビリテーションの体系が文王されてし   lるため．納  

E♯区分l  匿環区分2  医療区分】  
（∩＝9る1）  （∩＝ヰ乃）  

平成ヱ0     年度臍査            全 体   （仲496）         （匝1．9〕る）  中心岬胴東義  0  0。0％  0  0．0％  1：‡2  27．6％  1：事～  6．8％  真綿檜廃業義  8  1．6％  4・I  ヰ．6（施  7コ  15．0％  1ヱ4  6，ヰ％  糧讐覚書（繹■専、■凛）  1男  28．0％  ヰ58  47．m  Z70  Sる．ヰ（鵜  867  ヰ1．8％  織曹棄♯（織■曹t■覆を聞く））  〕る  7．ユ勺も  ‖7  12．ヱ％  88  18．ヰ％  2ヰ1  12．4％  緑青鸞暮（▼■）  10二）  ZO．8％  342  3S．6％  183  コ8．2％  628  32．4％  いすれか1つ以上該当  1・I7  29．8％  ヰ91  5l．1％  〕‘姶  81．0％  1．026  53．0％  
平成18年度帥董  

蛋♯区分1  邑療区分Z  医療区分】  回書計  
（匝771）  （∩＝1′213）  （n軍5ユ2）  （仲之，S一帖）   

中心静腐禁書   0  D．8（粘  0  0．0％  170  32．0％  17q  る．翔   
乗積檜廉兼■   9  1．2％  57  4．る％  102  19．ヱ％  168  6．6％   
坤t書t   180  2〕．3％  6〕a  51．｝朝】  ヱ79  5乙ヰ％  1．097  1】．1％   
いすれか1つ以上膿当   187  ヱ4．】％  680  5ヰ．7％  q58  86．1％  1．325  52．0％   

平成18年度餌萱  

匿優区分1  医療区分2  匿瘡区分3  匝l苔針  

（∩＝1，810）  （n＝；Zノ】2）  （∩＝±1．066）  （∩＝5．608）   

8心大血ず疾慮リハビリテーション（Ⅰ）  ヱ  0．1％  8  0．3％  u  0．1％  h  0．ヱ％   
b心大血せ疾患リハビリテーション（Ⅱ）  0  0．D％  0  0．0％  山  0．1％  山  0．0％   
⊂脳血管疾患事リハビリテーション（Ⅰ）  431  三っ．8％  67畠  2■I．7％  188  16．9％  1．287  ヱZ．9％   
d．脳血管疾患讐リハビリテーション‖＝  229  12．7％  367  13．ヰ％  105  ●；・  701  1ヱ．5％   
亡．運勤番リハビリテーション（l）   178  9．4％  ヱ00  7．コ％  3a  〕．6％  朋  7．】％   
f運動諾リハビリテーション（Ⅱ）   78  4．】％  gl  コ．】％  8  0．8％  177  3．Z％   
g．呼吸撃リハビリテーション（l）   5  D．ユ％  ヱ5  0．抑】  30  乙8％  68  1．1％   
h，呼吸磐リハビリテーション（汀）   D．1％  1  0．0％  5  0．5％  7  0．1％   
■回答   9：〉1  58．9％  1．391  50．9％  711  （£，7％  コ．023  5ユ．酌も   

■リハビリテーションを草す状態遇去3日間における必要性【国表29】  

平成コ8年す瓢董  

王女区分1  医■区分ヱ  宅正区分】  全 体  
rn－q％l  （ロワ9も1l  rn＝±1791  （∩－1′9コ6）   

特にリハビリテ【ションは血ト■で」1ない   1＆1●ん  16石  17．ユtん  7之  15，○％  31且  lOJ％l   

織持釣リハビリテーションが必辛な状慾  291  58．m  582  ■－・・・  刀ヱ  6】．D％  1．175  60．7％   

鶴事Il曙IJハビリテーションオ18・雷な♯●   115  エコ．ユ1ん  王04  21．ユ1ん  10ユ  ユ1．51ん  4Zユ  ユ1．8％1   

■回答   1D  ヱ，○％  9  0．9％  ヱ  ■・・・  ヱ1  l．1％   

全 体   椀  l（XI．0％  961  100．0％  ヰ79  IOO．0％  1－9尭  1∝）．0％   

（注）平成ヱ0年度集劇倭の、丁け平成18年優と比較して3％以上増加がみられたもの、いi3％以上減少がみられたもの  

平成18     年度碑董  

Eホ区分l  毘環区分2  匿■区分ユ  固苔鮒  
（∩】＝771）  （巾り．213）  （∩＝532）  （ntて2．5一輪）   

特lこリハビリテーションは必壬ではない  1ヰ0  18．2％  コ08  ヱ4．8％  l◆1  Z6．5ぅも  589  2ユ．1％   
繚櫓的リハビリ子－ションが必事な状攣  ヰ6二I  60．1％  718  57，8％  ココ5  6】．0％  l．516  S9．5％   
積事事的リハビリテー・ションが必璽な状膿  155  ヱ0．1（ね  20二l  1丘．3く施  50  9，ヰ％  一I（旭  16．0％   
■蜃】筈   l】  l．鵜  l◆  l．1％  6  1．1％  ココ  l．3％   
全体   771  100．0‘沌  1．2ヰ】  108．0％  53Z  1（】0．び粗  ヱ．5ヰら  1〔KLO％   

■処暮・治療 身体抑制【国表321  

平成18   tl■l■■  

宣撫区分1  
†∩・・1－810l  直線区分2  付l＝2ノ32）  医書区分〕  

■t▲竃Iltけ事l．ナー   

（∩＝lO怖）  回答I十  ・●こ  

仙1h嘉しなかった   ♪り  Jl．／、ル  yIJ  ∠J．5■粘  J4′   
■r司峯   

10Z  5．6％  117  4，3％  ヰ2  】．9％  三色l  4．7％   
t▲   1．810  108．0％  乙7：Iヱ  … －・  1．0槌  100．0％  5′朗8  lO【I．0％   

■リハビリテーションを要す状態（再掲）【国表30】  

“必要な状態－の場合、発症してからの日数  

巳徽区分1  医★区分2  ⊥＿′こ  

（nlヰ05）  

148以下   平服0年度調暮            全 休   （仲ヰ％）   （∩－786）      （巾l．597）    d  D．5％  l】  l．7％  ～0  ヰ．9％  コ5  ヱ．ヱ％  15【】からiO自以下  D  0．0％  ヰ1  5．ヱ‘粘  n  3．2％  S4  】．q（ね  】1日から90日以下  7つ  18．0％  67  8．5％  一之  10．ヰ【h  18ヱ  11．ヰ【粘  91巳から180日以下  18  11．8（h  88  11．ヱ％  47  ll．6【ね  183  土む5‘粘 70．71んl  181El以上  エフコ  8ア．2ヽも  ぎ7■  7ュ．0『ん  コ8⊇  09．0％  Llュ9  ■国富  10  2．5％  3  D．4％  q  0．2％  14  0．汎  全 体  嘱  100．0％  7挑  100．0％  ヰ05  ＝ ■・・  1．597  108．0％   ※「身体抑制をしたjの定員は下たのとおり。   

平成18年度膿董：「aすべてにべッド柵」「C体幹部の抑制」rd四肢の抑制J「モ起き上がれない椅子」のいす九か  

に「l．毎日は傭用しなかったJまたは「2毎8任用した」と回答   

平成20年度凋査「a，四肢の抑制j「b体幹部の抑制JrGベッドを欄（サイドレール）で囲む」「d介雄衣（つなぎ  

服）の着用J「8■いすや精子から立ち上がれないようにする（抑制のための腰ベルトや立ち上が  

れない繊子の任用）」「f．ミトンの使用（手持の機絶抑制）」rg居圭等への隅＃（愚書の慧急による  

出入りの制限）jのいすれかに「l毎日は実施しなかった」またはr2毎日実施した」と回答  

r身体抑制をしなかった」の定軋は下たのとおり．   

平成】8年度神童 raすべてにべッド欄」「C体幹ぉの抑制」rd四肢の抑制j「○起き上がれない掩子」のすべてに  

「（〉．使用しなかった」と回答   

平成20年度調書「a．四肢の抑制」rb体幹部の抑制」rGベッドを柵（サイドレール）で囲むJ「d．介環衣（つなぎ  

服）の着用Jro，車いすや椅子から立ち上がれないようにする（抑制のための贋ベルトや立ち上が  

れない綺子の使用）」「f ミトンの使用（手指の機能抑制）J「g居王亨への隕斗（患者の意思による  

出入りの制限）」のすべてにrO実施しなかったj と回答   

（注）平成2畔＃集計費の、†は平成18年度と比較して3％以上増加がみられたもの、いi］く粘以上減少がみられたもの  

平成18年度謂1  

凰■区分1  匿■区分ヱ  良■区分】  回書計  
（巾沌18）  （nE921）  （∩－385）  （∩■l，，ヱ1）   

148じ「下   0  0．0％  田  2．3％  15  】．9％  コら  1．9（ね   

158から308以下   D．2th  37  4．0％  7  1．8％  ◆S  2．3％   

】1日から90日以下   57  9．ヱth  7つ  7．9％  ヰ7  1：l．コ％  177  9．Z％   

91日から188日以下   61  9．9％  払  9，‡％  ヰ2  10．9％  189  9．8％   

181日以上   ヰ98  こ■・  m  76．飛  ヱ7q  7l．2％  1．475  元．刀も   

■国苔   q  0．2％  u  8．1％  0  0．0％  b  0．1t粘   

全 体   618  100．0（絡  9ヱ1  ●⊥州・・  】85  1（カ，0【ね  1．9ヱヰ  l（X】．㈹  



【共通廟院】  
■リハビリテーションの実施（複数回筈）【国表33】  

平成20年度憬性期入院医療の包括評聞こ関する調査  

（療養病棟におけるケアの貫の評価  

（患者特性調査におけるOualitylndi¢atOrの試行）  

集計対象（施設）．平成20年度欝壬おょび平成18年度調査における共通の病院（25病院）  

（患者）二平成20年虞・18年よ調査ともに療養病棟入院基本料を算定している患者（入院後14日以内の  
患者を除く）  

（注）今回用いたQtr王、わが国の急性期以外の医療保険病棟のケアの質の評価について試行的に行われたQIの  
走▲1に瓢払   

1Qlの変化  

平彪0年正Ⅵ王  
匿■区分1  医療区分ユ  声療区分3  
仲・4％）  

全 体  
（∩≡9も1）  （n－ヰ乃）  （∩－1．936）  

′＼  ノテーション（Ⅰ）   ロ  0．2％  b  0．1％  0  0．0％  2  0．1％  
ノテーション＝‖  n  D．ヱ％  0  0．0％  山  0．2％  ユ  0．1％  
テーション（＝  ヱカ  ■ ■ ■ ■  Sヰ6  5る．8％  26S  5S．3％  1．8ヰ1  5ヨ．8％  
Jテーション（Ⅱ）  19  コ．8％  ヰ8  5．0，も  28  S．8％  95  ヰ．9一輪  
ハビリテーション（Ⅱ）   q  ● こ・  も  ●・・  由  0．2％  11  0．6％  

ヨン（l）   120  Zヰ．Z％  1ユ9  1－I．5％  61  12．7％  320  16．5％  
ヨン（皿）   11  ヱ．2％  7  0．7％    0．ヰ％  20  l．0％  
ヨン（l）   2  0．4％  20  11％  17  】．S％  39  ヱ．0％   

i．サー■リハビリテーション（Ⅱ）  0  0．0％  0  0．0％  ○  0．0％  0  0．0％   
】．摂食廿舵■浅  41  8．3％  1Z8  13．3（ね  四  1Z．7％  ヱ刃  11．9％   
k暮毘コミュニケーショ   ン療法   14  Z．8％  】  0．3t姑  0  0．0％  17  0．9％   
丸田答  115  
欒リハビリテーションの体系が文王されてし     ＼るたれ、響l  【国表35】  

■平成20年よ患者特性洪査Ql算出姑臭  
平成18年鷹坤董  

F■区分1  医療区分ヱ  匹■区分】  国事肘  
（∩－771）  （n－1．ヱヰ】）  （n斗5】2）  【n一之．5一帖）  

ノテーション（ー）  2  0．3％  8  0．61h  u  0．ヱ¶】  q  0、ヰ％  
ノテーシーン（正）  ○  0．0％  0  0．0†も  0  0．α鵜  8  ○，0％  
テーシ｝ン＝‖  233  30．2％  407  ココ．7％  117  】ヱ．0≠  757  29．刑  
ノテーション（打）  89  11．5一輪  1】ヨ  10．7鵜  5■  10．2†も  276  10．8％  
ヨン（‖   58  7．5％  89  7．ユーb  25  4．7t払  1乃  6．8％  
ヨン（Ⅱ）   ～‡  2，9％  16  1．コ％  3  0．6％  ■ 41  1．6％  
ヨン（1）   3  0．4つも  封  l．91鵜  ヱヰ  4．5％  51  2．0％   

h．叶職攣り／ヽヒリテーション（Ⅱ）  ○  0．0％  0  ○，0％  口  0．ヱ，も  n  0．㈹   
■国書  37ロ  一拍，0％  571  ヰ6．2％  315  59．ヱ％  1．2S？  49．5％   

0Ⅰ項目   平成〉n     珪l奮■童  煽細目■蓼  nlヱトH  1  

鱒鱒  分母の ●●■  平均血  標準傭 差  ■小龍  七大傷  25†も 分位点  丁5？も 分位点   ▼■ ◆曽■●●■  外れ■ 」「；・   

虚J■   25  2．0ヰ7  ヰ．3％  3．7％  0．0％  1S．2％  2．7％  5．2％  11．7％  2   
欄膚ハイりスウ  25  432  13．m  7．7％  0．0％  】1．ヰ％  8．7％  16．4％  28．5％  ロ   
繊膚ローリスク  2ヰ  1．615  2．7％  5．7％  0，0％  2S．0％  0．び払  2．6％  lヰ．1％  山   
▲l土地】触   25  乙0ヰ7  19．6％  21．1％  0．0％  100，び旭  2．5％  2ヰ．0％  67．8％  2   
セ1■カ子一手J  25  2′鋸7  1ヰ．6％  9．6％  l●・  35．3％  6．8％  20．2％  】3．7％  2   

25  2．047  11．2％  1ヰ．4％  0．び払  60．3％  l．7％  1ヰ．8％  40．1％  2   

ADLのl庄下rれ  24  1．朗ゆ  7．5％  6．1％  0．0％  之4．7％  乙0％  10．0％  19．7％  n   
ADLの低下（包  22  253  10．7％  11．0％  0．0％  33．】％  8．8％  13．ヰ％  32．7％  2   

■処t・治療 身体抑制【図表34】  

■平成18年度患者特性璃壬Ql算出緒果  

※「身体抑制をした」の定義は下記のとおり，   

平成18年度調査＝r8すべてにべッドれrc、体幹部の押軌「d．四肢の抑机「号．起き上がれない綺子」のいすれか  

に「l．ヰ8は使用しなかったJまたは「2．毎日使用した」と回答   

平成20年度綱査．ra．四肢の押倒」「b体幹群の抑欄」「C．ベッドを柵（サイドレール）で荒むJ「d，介捜衣（つなぎ  

服）の書用Jr●書いすや繊子から立ち上がれないようにする（抑嘲のための腰ベルトや立ち上が  

れない椅子の使用）Jrf．ミトンの使用（手樽の機能抑制）」「■居室蠣への隅暮（▲著の暮恩による  

出入りの制限）」のいすれかに「l．毎日は実施しなかった」または「2．毒日実施したJと回答  

r身体抑制をしなかった」の定■は下妃のとおり。   

平成18年度珂董：「さ．すべてにべッドれ「G．体幹＊の椰机「d．四肢の神仙r0．起き上がれない綺子」のすべてに  

rO，使用しなかったJと直答   

平成20年度椚査：ra四肢の抑制」rb，体幹群の抑柚「Gベッドを欄（サイドレール〉で囲む」rd．介護衣（つなぎ  

欄）の暮用j r8書いすや欄子から立ち上がれないようにする（抑制のための捜ベルトや立ち上が  

れない精子の使用）j「f．ミトンの使用（手相の機能抑制）j rg．居士等への瞞■（愚書のt君による  

出入りの瞬間）」のすべてにr0．実施しなかった」と回答  

～4  

1山田ゆかり 池上直己b005）MDゝqI即血皿l皿D，－，鮎t－ql血ワhdk］t仇⇒による質の評価 一息性期以外の医療保   

険病棟における試行病院管理ヽらh乙N叫ppl｝・2）  

25  

《参考》  

■Qlの定士  

項目名   分子   分母   患者特性  
（記載の無い場合は入院14日以内の   

患者を除＜呈恐竜）   

痛み   中確度の痛みが毎日ある  
か、耐え難い痛み力Iある  

裾痔ハイリスク  l度以上の裾噂がある憲  寝返りか移乗の広範な障害、昏睡状想、栄  は知機能の   吉敷  憂障害のいすれかに該当する患者に頗る  自立   
硝湾口ーリスク  1度以上の礪痛がある憲 書類  神馬ハイリスクに該当する患者を除外  

身体抑制  毎日身体抑制している  ※傭竜2  

ぎ謬カテーテル  留眉カテーテルを挿入し い※3  便失禁、槽  
てる備考  瘡   

尿蹄儒雇痴  尿路懸巣症である  
ADしの低下①  過去90日間における  在院日舐9：）日以上の悪者のうら、昏睡・     ADL自立度の悪化  末 

期・緩和ケアに該当する患者を除外   
入院時と比織してのADし  

ADしの低下②   自立度の老化   うち、昏睡・末期・緩和ケアに該当する  
憲壱を除外  

平成20年度   

慢性期入院医療の包括評価に関する調査 集計結果  

患者特性調査  

（診療所）   
（備考）  

1． 下墓己に記載のあるQlを算出するためには、前回アセスメントにおいて、下記に列挙した  

患者の状態によりリスクを調整する必要があるが、今回は一時点のアセスメントデータの  

みであったため、こうしたリスク調整を行っていない．   

2． 身体抑制については、基準を変更しており、介護保険指定基準において禁止対象となる具  

体的な行為（「身体拘束ゼロへの手引き」厚生労働省2001年3月7日作成）に讃じ、患  

者特性謂iにおいて、下記の項目のいすれかを「毎8使用した」場合に、「毎日身体抑制し  

ている」に該当するものとした．  

A）すべてにべッド楕  

B）体幹部の抑制  

C＝四頗の抑制  

D）走己き上がれない椅子   

3． 悪書椅性絢査において把握可能な「膀胱晋薔カテーテルの使用」の有無で算出した．  



【診療所】  【診療所】  

平成20年虔慢性期入浣医療の包括評価に関する調査  

（患者特性調査（診療所）集計結果）  

平成20年度調査集計対象・平成20年度調査対象診療所（96施設）で療養病床入院基本料を算定している患者  
（注）本集計における「医療区分」は、患者調査票の回答に基づくものであるため診療報酬上の医頒区分と  
致しない場合がある。  

2 医療区分深用項目の該当状況   

■医療区分採用項目【図表2】  

平成ヱ0年度調査∴て 

医療区分171、′  

（這】飢）  （∩ヒ‡85Ⅰ    ∵1ヨ、、ン（賑Sll 三tノIF乃  

1．ユ4麟聞特捜してA議を実施   mO－ちも  19．6qん  

2．尿路重染症に対する治績   0．0qb  qも   9．8qん  

ユ．廿病等によリリハビリテーションを必要  

とする状態   0．0％   a．1％  S．9％   4．】（粘   

ヰ．絞水に対する治櫻   0．0％  0％   9．8％  

（1．脱水に対する治覆r〉（発熱1）   0，0％  ％   5．9％  

（4．脱水に対する治郎×発熱ユ8鹿以  

上1〉   0．0（池   1．0％  2．0％   0．6％   

5．il化管事の体内から出血が反復＃ほ  

している状惣   0．0％   1．8％  11，8％   1．6【粘   

6．頻回のl■吐に対する治療   0．0％  ％   2．m   0．6％   

（6．頻回の嘔吐に対する治療【x発熱Ⅰ）   0．0％   0．0％  2．駅も   0．1％   

（6，頻包の嘔吐に対する治膚【×発熱18  

虔以上1）   0．0％   0．脚〉  乙0％   0．1％   

7．せん妾に対する治績   0．0％   5．2く鵜  3．9％   之．8（鵜   

8．鞋▲T管・▼書専の駐輪栄暮が行わ  

れ、発熱又は■吐を伴う状麹   0．0qも   2．古勺も  7．8％   1  j％   

0．頻回の血糖桟壬を実篤（1日3飼以  

上）   0．0『も   7．8％  9．8qも   4．4％   

10．スモンに橿重   0．0％   0．0％  0．0（池   0．0【ね   

1二！．医師及びf技師lこより．常時、監視 
菅理を実施   0．0【貼   0．0％  5．9％   0．ヰ朝〉   

u．中心静廉栄雷を実施   0，0％   ●  ●・・  5．9％   0．4qん   

14．人工呼吸器を使用   0．0％   0．0（粘  S．9％   0  ．4％   

15．ドレーン法・胸腺膣の洗浄   0．0％   0．隅  5，9【施   0．4％   

1（）．気管切開・気管内挿管の実施が行わ  

れ、発熱を伴う状熟   0．0％   0．0（粘  5．9％   0  ，4％   

（18．気管切開・気管内挿管の実施【×  

発熱】8度以上1）   0．0（沌   0．0（池  2．Ot池   0．1％   

17．醸兼療まの実施   0．0％  軋7t鵜   4．1っん   

18．感染瞞牡重での管理を実施   0．0【姑   0．0％  13．7％   0  ．9％   

19・ヱ1筋ジストロフィー症・筋萎縮性■兼  

硬化症に尾ま   0．0％   1．6％  0．D％   0．8％   

20．多発性硬化症に確患   0．0％  ％   ■ ●・・  

㌫Lパーキンソン病関連疾患に荘重   0．0qも  勺b   ユ．0％  

2】．その他の欄欄に羅彦   0．0％  ％   ヱ．0％   0．5％   

Z4．脊髄l負傷（類推l勲鵜を原区と‾ーるl打  

痺が四肢すべてに認められる）   0．0％   0．5％  0．0（払   0．】（ね   

25．慢性閉塞性肺疾患（ヒュー・ジョーン  

ズの分類がⅤ度以上）   0．0％   0．8％  2．0【粘   0．5％   

26．透析を実施   0．0％   20．  こ・・   11．8qtl   1  

ヱ9．悪性護■（痩痛⊃ントロールが必要克  

t■合に限る）   0．D％   1．0｛粘  2．0％  

｝0．】隋炎に対する治療   0．0％   7．5％  ー  ■ ■ ■  
ユ1＿＃慮に対する王台療（2度以上または  

21乱所以上）   0．0％   11．7％  21．6％   7．Oqも   

】2．末梢循環鱒書による下肢東端の開  

放割に対する治療   0．0％   ユ．1％  2．0（ね   1，6％   

ユ3．うつ症状に対する…台★   ● ●・・   Z5．ユ％  15．7qん   1ユ，ユ『も   

34．他毒に対する暮行が毎日認められる  

状態   0．0％   3．1％  0．0【‰   1．5％   

3S．1日8回以上のl喀痍吸引を実篤   0．0dん   ．2％  】3．5％   ◆  ．5勺b   

3占．気管切開・気管内挿管の実施（先熱  

を伴う壌合を酸く）  0．0％   2．¢％  1：l．7『ん   2．1qh   

37．創爛．皮■潰瘍、下騒、足音lの鰻巣  

炎、竹篭の愁染症に対する治療   0，0％   18．撒  27．S％   10，8（h   

1医療区分・ADL区分の状況  

■匡ホ区分・ADL区分【図表1】  

平成18年度調査  
H18年度雷床鯵ホ所1書分類分布椚董ZM年9月  
末日、10月末日．11月末8のか（鯵■新鶴り09絶世）   

箆丑区分1  

（lド1ヱ一丁）   

AD」区分3   S．弼  14．5切  3．6朝  23，8％  9．9％   
27．7サム   

ADU区分ヱ   8．9％  14．2％  1．0％  24．2％   3．5％  

46．6％   

ADL＿区分1   29．6％  20．5％  1．9％  52．1％  12．3％   

全体   44．2％  49．之％  丘6％  1∝〉．ぴ‰  S6．4％  40．0％  3．5％  100．0％   

無回答（∩）   （19）  （4）  （0）  （23）  （0）  （0）  （0）  （0）   

■退院の見通し【図表5】  3 入退院の状況  
平成ヱ○     年度慣壬 

ー∴；ミ・：．匿■革労蜃；＝さよ  

hli361l 南扇舶巨 1砧51l 
治点手たは蛙快して】0日以内に退餞でき  

る1適し  ら7  18．6％  ヰ8  1之．5％  7  1】．7％  1ニ12   15．3％   
冶慮または軽快して％日以内に遺娩でき  

る見為し  】6  10．0％  29  7．5％    S．9％  68   8．5％   

治癒または軽快してgOB以内にi丘陵でき  
る最適しはなし、が、今撞受け皿が丑★さ  
れれは退院できる  88  2ヰ．4％  76  19．7％  7  1：I．m  171   之1．5％   
治癒また】i軽快する見込みはなく、l云成 
転床・死亡する見通し  31  8，6％  q9  1：！．7％  12  ヱ3．5％  9：2   11．5％   
退院（転院・転床含む）の見通しはない    1二；6  37．7％  176  q5．7％  22  43．1％  】｝ヰ   ヰ1．9％   
■回答  】  0．8％  7  1．8％  0  0．0％  1q   1．門も   

全 体  3る1  100．0％  〕85  100．0％  51  100．0％  797   100．0％   

■開壬病附こ入院する前の状況【図表3】  

平彪0      攣鷹∬膚仁 

筆陣 
㌔【∴匿■区鰍仁志   ∴1・‘医療区分若     長二声＝■Y√琴■区分3  （nt797） 

1自宅（書換等との闘居も含む）  170  q7．1t粘  1三17    る％  1S  29．ヰ％   3ヱ2  10．4％   
2雷料毛人ホーム事  8  2．2％  6    もヽ  8  …・・   14  1．8％   
3．介穫老人穣址施貯（稀別手札老人  
ホーム）  6  1．7％    1．】％   】  5．9％   14  1．8％   
4介雄老人保健施設  7  1．9％  6    6【絡  0  ○  ％  13  1．6％   
5．他の匿■1開  11S  31．9％  17：事    9％  2q  4  ％  ヨ1：〉  39．1％   
（再掲）他の匿■牡欄の一般蠣  床  109  30．2％  15之    iヽ  2二‡  45  ％  ～墾  】5．6【絡   
（幕穐）他の医■鴨膿の♯義蠣  床  ヰ  1．1％  15    9％  1  2  ％  ヱ0  ヱ．5％   
（幕鶏）他の医療機関のその他の■床  
（■榊満床事）  2  0．6％  6  1．6％   0  0．0％   8  1．0％   
6自隣の他のホ床  q2  11．6％  ・H    q％  7  1    93  11．7％   
（蔦事■）自l元の一般病床  39  10．8％  37    bヽ  7    ヽ  83  10．4％   
（再掲）自餞のその他のホ床（精神病床  

■一  1  0．8％  7  1．さ％   0  0．0％   10  1．3％   

★回答  13  】．6％  14    6％  コ    ヽ  29  ）．6％   
全 体  ヨ61  100．0％  385  1  ○％  51  1DO  ％  797  100．0％   

■退院先の見通し（再掲）【国表6】  

（退院の見通しでrgO日以内に退詫できる見通し」の回答者）  

平蔵加    年よ紳i三÷  

、鐘ホ区分ヱ．－∠∃：、＝   ・練絹掬  ・） 
車亘10ガ 榔声亦－トゝ1；   ′fて二ミ一三・（熊ね） 

1自宅（書族との同居を含む）   80  77  7％  65  こ▲ 川・  10  100．0（払   155   81．6％   
之 有料毛人ホーム尊   3  2  9％  3  3，9％  0  0．0％   6   3．ユ％   
3介は老人福祉施設（構別養護毛人  
ホー・ム）   Z  1，恥   1  1．】％  0  0．0％      1．6％   
4介は毛人保亀施設   1ヱ  11  ％  5  6．5％  0  ● ●・・   17   8．恥   
5．他の匿■機闘の一般■床   1  1  ％  1  1．3（払  0  0．0％   2   1．1％   
6他の匿■機関の■事■床   0  0  ヽ  0  0．0％  8  0．0％   ○   0．0『も   
7他の匿覆札所のその他のホ床   0  0  ヽ  0  ○，0％  8  ● 一・・   0   0．0％   
8．自幌の一般痍層   0  0  ヽ  0  0．0％  8  0．D％   0   0．0‘払   
9白虎の介護慮暮■I床   0  ○  ヽ  8  0．0％  8  ■ ●・・   0   0．0％   
10．その他   ○  0  ％  1  1．3ウも  ○  0．0（輪   1   0．5％   

■回答   5    ％  1  1．3％  0  0．0【〉も   6   3．ヱ％   

全 体   10：I  100  ％  77  108．Ot姶  10  100．0％   1叫   1∞．0％   

■調査病床に入院した背景（棟数回苔）【国表4】  

すJミ1．こ≠；‘平成加    ： ■－  

全体  
さ■  

痍嚢の亀†主潮扶塾が安ましたため   88    2  1％  150   39  ヽ  2疇  イ  1％  262  3  
痍■の象性士■も   6】    1  5％  5ヰ   1ヰ  ％  11  ヱ  6％  128  
∴・ニ     ′ ニ・」＝′，   17      7％  一I‘   11  ヽ  12    5％  75  
礎掩的なリハビリが必羊   10二〉    2  5％  1Z2   31    ld  1  6％  エコ5  
他施設の空さがない   ヰ2    1  6％  ヨ9   10  ％  3    9％  84  1  
介≠老人虞濃艶放でも対応できる  
が、空きがないため   Z6    7．2く粘   27   7，Dl）も   ∋  5．9％   5占  7．0％   
介讃老人橿杜絶設（特暮）でも対応で  
きるが、空きがないため   28    7．8％   26   6，8％   3  5．9％   57  7．2％   

在宅薇tでも対応できるが、豪族の受け  
入れ鉢¶が整わないため   99    コ7．ヰ％   99   25．7％   5  9．8％   20二l  25．5％   
本人、手続讐が希望するため   241    66  8％  27二2   70  ヽ  ヱ8  5  ● ■  541  6  
疾病の急性発症＜新規＞   59      3％  5二I   1：l  ヽ  6  1  8％  118  1  

その他   6      7％  7   1  ％  ヰ    8％  17  

※「治癒またIi軽快して30日以内に退院できる見通しJと「治癒または軽快して9）8以内に退院できる見通し」を合わせた患者数  

■退院先の見通し（再掲）【国表7】  

（退杭の見通しで「今後受け皿が整●されれば退院できる」の回書者）  

．笥喪葦縛顛＝＝ミ喪繋キ㌫や養閥    篭絡筆問  集震鯖暮騨、   器。挙㌫量轟l，て＝  

、1＞ヾ′′汚さ・＝チ‘Y・】き一い  ヽi■▼ご．ゝ】「ドr、■一rL二  篭難窓葦≡   鳥群應■  こ・′     掛 酎  
1自宅（手旗  との同居を含む）  ユ5  39，8％  之8  〕6．8t粘  2    6％  65  一；●・   
2．有料老人ホーム事  ヰ  4．5％  ■  5．】％  0    0％  8  4．7％   
〇介護老人事■祉施設（特別暮鼻毛人  
ホーム）  17  19．】％  19  2S．0％  】  42．9％   39  22．8％   
4介護老人俣   1二 こJ   20  之2．γ払  1ヰ  18．ヰ％  1    3％  】5  20．5％   
5他の医環  機関の一般■床  1．1％    1．3％  0    0％  2  1．2％   
6．他の医事■  1■開の轟兼病床  2  2．3％  ヱ  2．6％  0    0％  ヰ  之．3％   
7．他の医れ機関のその他の貞床  0  ■ ■・・  0  0．D％  0    0％  0  0．0％   
a．自Rの一般   ■床   q  ヰ．5％  1  1．】％  0    ○％  5  乙9％   
g自瞬の介  護  ♯糞■康   2  エコ％  ヱ  ヱ，6％  0    0％  ◆  2．ヨ％   
10．その他  1  1．1％  5  6．6％  1    3％  7  ヰ．1¶I   

★回答  ヱ  エコ一旭  0  0，0％  0    0％  2  1．Z％   

全 体  88  100．0く池  76  100．0％  7  ●▲● ●1・   171  1〔伯．Ot給  



【診療所】  

｝感染症（複数回書）牌表9】  4その他の点者状態傭（医療区分採用項月以外）  
二・’・ま！・■こ∴；平成20        年度計土工 

ヤ、コ暮1ナ：∴  
挑生物★耐性菌  ¢染（たとえばMRSA）   山      ・  5  1．3％  8    7t賂  1－I    1．8％   
緻天性免疫不全症触爛（HⅣ癒縫合む）   0      0†も  ○  0．0％  0    ％  0    0．0％   
ウイルス性肝炎  る      7％  ，  2．3％  仁    ％  16    2．0％   
上気遭憂染  2      6％  2  0．5％  q    9（輪  6    0．8く鵜   
敗血症  0      ○％  ○  0．0†も  1    ％  山    0．1勺も   

滝凍  ○      ○％  口  0．3％  ○    ヽ  巾    0．1％   
インフルエンザ＜新規＞  q      3％  0  ● ■・・  ○    ％  1    0．1，も   
■欄炎＜新規＞  口      8％  8  乙1％  1    ヽ  12    1．5％   
欄桝炎く新規＞  ○      ○％  0  0．0¶l  0    ％  0    8．ロ％   

■疾▲（複数回筈）【国表8】  

ご・≠  －T、’   て！ノ1；．：三貴与二：’甲郎0     年度鴫暮 

三ニモ三                            ．，セ完’持、  ‡：主－．（鱒坤l）∴     窯＿挙笹塚掛．－     r”＝…勝手1ト     ∴、∫，伊千．7卜   
■■  ■  i9  1  8％  9ユ  2  9％  1（】  正  ％  1ヰ1  17．7％   

不霊  コ  23    4％  29    5％  5    t〉も  57  7．Z％   

急性心不全  コ    8   2    S％      ％  5  0．6％   
≠性心不全  】3      ．  26    8サも  10  1  ％  69  8．7％   
一一＝ 丁  143    6  1  】  4％  1    ％  ユ01  】7．8％   
生血性心疾患  39    8  】9  正  1％  7  巧  7％  85  10．7％   

●■  ■■  0    ○†も  6    6％  0    m  6  0．8％   
大鳥  書甥群t折  24    6  1Z    7％  S    ヽ  51  6．〃ちも   
書亮  圧迫書折  33    1％  コ2    ユ％      ヽ  66  8，3％   
その他のt折  19    3％  ヱ6    8％      ％  亜  5．8％  
ウマチ  15    ヱ％  1ヽ      0％  之5  ユ．1qも  
ハイマー■  26    ヱ％  43  1  2％  3    弛  72  9．0％  
ハイマー■  以外の鑓知鐘   】3    1，も  随    1ヽ  7  1  7％  106  13．】％   

失鰭  量  1ユ    6  17    ヰ％  5    ・  3S  4．ヰ％   

良性  ●■  1    ！％  0    0【粘  0    ％  B  0．1％   

辞攫  暮  70      91  ヱ3  6％    3  3％  17ち  コ．粍   

鮮出  血  10  乙   2る    8％  3    弛  39  4．弼   
片●l  不全ホ轟  26  7．2％   】5    1％  F    9％  ‘ヰ  8．0％   
四肢  ll揮  8  乙2   19    抽  7  1  7％  3ヰ  ■．3％   
t性ヰ書●  2    槻  ヰ    0％  0    0％  6  0．8％   
覿t  支■息  13    6   9  乙ユ％   2    9％  24  3．0％   
■■  暮（イレウスl  i    8，も  ）  0．8％   0    ○，も  る  8．8％   
肝不  全  ◆    1％  2    S％  0    m  6  ○，8％   
がん（暮性1■■）  16    イヽ  20    2％  8  正  7％  ヰ1  5．5％   

甘不全  11    9っも  弘    iヽ  7  1  7  107  1：l．ヰ％   

■間慮状況（♯数回書）【国表10】  

登こ、幾＝－－雲脚       剰相麗給や  

i†｛～ ．守  ふご1⊥ヨ由一裾之・   ＼  ど毯さぞ  轡療匿紆     鷹敷教軒紆 
恥エ ホ薄緑お二；ユご幸圭三ニ：瓢             逆行ぷ葦；∫＝ニご＝r、ノ′パ昔                   ・  ．、    二t真‡：づ二  ∴・ 干    一′帯Ⅵ                 脱水  ○  0 

．0％   27  7．0くね   5     8（h  】2  

裏想   lO    ヽ  25  6．5    S     8％  ・拍  
先払   5    咄  28  7．】  ヽ  田     5‘h  ▲略  
幻鷺   7    恥  2る  6．8  ％  】     9‘鵜  ：姶  
■吐   1    3％  12  ユ．1％   】     汎  18  
■水   1    ％  1  1．m   B     8％  10  
ll水   0    0％  】  0．8  ％  3     9‘鵜  6  

漬化tの遭遇隷書（■を伴う）   ○    ％  ヰ  ー・   2     9％  6  
討Hヒt響の体内出血＜新規＞   0    ○％  7  1．8  ・  6     ：・  13  
★血く■規＞   18    ○％  61  1S．8％   1】     5（h  91  1  
めまいく書嬢＞   1j    ヽ  之2  S．7％   コ     91娘  田  
覆せ＜ホ規＞   58  1  ヽ  1ヰ】  37．1％   12     S％  21二I  ‡  

床、優集計く…＞   73  20  ヽ  1】Z  3ヰ．3％   3ヱ     7％  ヱコア  2  

■処量・治療（維数回筈）【図表11】  

醐転酬       芳や躊脚   ＃魔螺章琉樽鎮   準控き  経き如残量泌L黙・告       て雄詫澤㌍r仏■     箋         巣  

抗がん相法  0  0．0％  1    ロ．3％  1    ○％  2  
■■．甘傷、人エⅡMなどの■の処置  5  1．ヰ％  27    7．0％  田    6％  ヰ2  
，■■  一  ○  0．0％  0    ¢．0％  U    Ol鵜  1  
囁引（181－7国）  6  1．7％  ZO    5．2％  8    7％  3→  

■血  1  0．3％  1    0．3％  n    0％  3  

鰻和ケア  0  － －・  ヰ    －・  2    9％  6  
＃■コントロール  2q  6．6％  1（；    4．2勺も  2    9％  ヰZ  
熟胱腎tカテーテル  9  エ与ヽ  29     7．5，も  12    5％  SO  
血鴨チェック（遇1画一1日封凱  16  ヰ．ヰ％  24    ＄．2％  10    6％  50  
インスリン皮下注射  5  1．偶  26    6．8％  8    7％  39  

■状せの安定性（複数回書）【図表12】  

■処■・治療 身体抑制【国表17】  暮栄暮摂取の方法（複数回筈）t風表13】  

※r■体抑制をした」の定■は下記のとおり．   

「8．四肢の抑制」rb．休幹部の神仙rG．ベッドをq（サイドレール）で匪むJrd．介護衣（つなぎ損）の■用」「■・   

辛いすや楕子から立ち上がれないようにする（抑榊のための農ベルトや立ち上がれない網子の使用）」rf・ミトンの使   

用（手指の離艦抑制＝r【．居圭讐への隅暮（愚書の書急による出入りの餉隕＝のいすれかに「1・毎日は実施しなか  

った」または「2．キ日算施した」と同著  

「身体押WをしなかったJの定■は下記のとおり。  

r。．四肢の神仙「b．体幹部の押帆「¢．ベッドを■（サイドレール）で囲むj rd．介護衣（つなぎ鳳）の曽和「・一   

手いすや柏手から立ち上がれないようにする（抑制のための農ベルトや立ち上がれない綺子の使用）」「f・ミトンの使   

用（手指の機能抑制）Jrl．居室讐への隅t（愚書の重患による出入りの制限）」のすぺてにlO・実施Lなかった」と回  

書   

■リハビリテーションを辛す状熟遇去3日Ⅶにおける必蔓性【国表14】  

｛リハビリテーションを事す状膿（再掲）【国表15】  

“必暮な扶應■の場合、発症してからの日数  

豆甘   「 l      年度■暮、ご■．7∵？   

りf宣ご試さ・▲ンYl、＼・・FJ＝1‡ち；て 、J1■L          ニ・・こ・・   王  モー． も】イニ≡  ニ・・仁■     j∴ご‡二、＝全i瞬∴ 
1刈ヨ以下   3    ユ．1％   12      0％  1    1％  16  ヰ．5％   

15日から30日以下   5    3．5‘輪   24     1％  2  に  ユ％  31  8．7％   
31日からgO日以下   1石    】1掬   18     ○％  1    1％  65  18．3％   

918から180日以下   Z2    15．イー鵜   21  1   色％  2  1  3％  15  1ユ．6％   

1818以上   ‘4    ヰ4．8，も   1Z】  8   ：・・  8  5  1％  195  Sl，8【鵜   

■因警   3    Z．1，も   1     5％  0    0％  4  1．1％   

全体   14】    1∝）．0％   199  1   ○％  1ヰ  100  0％  356  100．0％   

■リハビリテーションの実施（複数回書）【同義16】  

二 ・        一■      ＃覆爛鷹畢針・■〔㍉‘二    ≡．ぞミ∫議ゝだ：   十十  

謳∵筈  登鴇群   粟二⊃ 冤ン          簿  γ声l ■悉簗曇 」二亡・∵′  ミミ＃ キ感  

（l）   ○  0  01h  ○  8．8％  8     ％  0   D．0％  
（Ⅱ）   0    01〉も  0  0．0％  0     ％  0   0．0％  
（‖  11      ¢  1．6％  0     0％  17   2．1％  
（Ⅱ〉   3    ○   2  0．5   ○  5   0．る％  

（t）   】  6  1，6囁l  3     9ウb  10   1．｝％  
38  1  S  一l，  12．7％  5     ヽ  92   11，5％  
35    7％  Z7  7．0％  0     ヽ  6Z   7．8％  
2    6％  1  0．】％  ○     ヽ  3   D．4％   

i．呼■l■リハビリテーション（Ⅱ）  3％  0  0．0囁l  ヽ  1   0．1％   
i．挑t■■療法  2    6％  9  2．】％  1   乙  0％  12   1．5％   

k．暮田コミュニケーション仕法  10    8％  16  ヰ．2％  匂   2  ．8％  27   ユ．ヰ％   

♯匝嘗  279  77  3％  ヱ86  7ヰ．】％  ヰ1   卵  ．q％  606   76．0％  
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状懇幕  ■： ＝・   ≠穐の欺間専  
蝉■▲著零入桝鯵■加事宴■定ナも ■t  〝■■書零人尿鯵■加∫  当u加算をT定」ている納Ⅶ  

つ  1症暮事■轟す塊特別加∫婁■定ナ る鳥書  王虚■事幕■暮覆欄特別加暮  当蛭加暮そ■定している斯間  

3  11の肢体不自由暮、書t≠t事の  

暮慎叶書●．1魔の1■■書暮、続  

左■の概ねにある期Ⅵ  
ジストロフィー▲奪及び＃■■t事  

J  書性斬生物に対する治■婁事轟して   

いも枕書  （書嶋〉   左■治■により．集中的な入椚加■  き事するれ醐  
5  t血的むホ圧測定芝集施している状   （暮■l）   当び月において2日以上集札している  こと  
6  リ／ヽヒリテーションモ責絶している状撫   （雀Il）   ■3回以上責▲している＃が．一山月  

において2■以上であること  

丁  ドし→ン法若しくはJ■臆又は1せの洗  糟を責片している状鸞   （雀l鴨）   当弘月においてコ■以上実施している  こと  
8  ♯l引＝■■囁引・排出を稟穐していも   

サ■  ★t■十   ＝】に自画以上責九している白が当山  
月において28白以上であること  

g  人工呼吸♯を任用している状鴨   （雀Il）   当嫉月において1■以⊥使用している  こと  
10  人エ■l■、綿覿♯株式血液■■又圧  血サ曳きオ慮喜■施していも状農   l雀鴫〉  

全●腐pその他これにサーる麻酔吾  

用いも手順書＃推し．当山痍■に係る  （t鴫）  

冶蠣妻■繊している状鳥  

特定患者除外規定適応患者のレセプトは、  

毎月何枚で診療報酬平均単価は1日いくらか、  

年間どのくらいの額となっているかを公表して  

頂きたい。  

平均在院日数の計算対象としない患者  

（高齢者関係）  

・特殊疾患入院医療管理料  

回復期リハビリテーション病棟入院料1及び2  

亜急性期入院医療管理料1及び2  

特殊疾患病棟入院料  

緒和ケア病棟入院料   

一般病棟に入院した日から換算して90日を越えて入院して   

いる後期高齢者であって、厚生労働大臣の定める状態等   
にある患者（特定患者から除かれる患者）  

一般病床の平均在院日数に算定しなくてもよい  

病床もすべて入れて算定した、訂正平均在院  

日数を出して欲しい。   

「「丁も  



医療療養病床の役割  

救急及び高度急性期医療の継承  

高度慢性期病床  

亜急性期病床の療養病床への適応  

回復期リハ病床  

維持期慢性期病床  

地域医療支援センター機能  

在宅連携  

之4月30日現在．介護環業病庄に入院している患者について．4月lケ月間に1日でも下   
記の症状となった愚老の人数  

4月ユ○日現在入院患者数  （※回答施設数∩＝ヱ冒6）  

合計く人）  現名入院患者数に 占める割合（％）   

35．7   ①婦甘栗養  8263  20   

②気管切開  47こl  2【卜9   

③喀焼吸引  4．8二）3  き．ヰ   

④膀胱カテーテル  217†  61   

⑤欄瘡処置  1ヰ1，  4，○   ⑥酸素療法  929  仇7   ⑦痔痛管理  164  
○，2   ⑧人工透析  ◆†  
08   ⑨人工虹P「  17g  1．3   

㈹中心静脈栄養（ⅣH）  87D  3．8  
㈹モ‾クー測定（心拍・血圧・酸素熊和腹）  29D  

医療療養病床には、大変重度な患者が多く  

入院している。  

ICUと類似化していると言える。  

遠いは、疾病に羅患してからの期間である。   

・■月lO白賓在、医療瘡蓋病尉こ入院している患者について」月1ケ月日に1日でも  
下Eの症状となった婁肴の割合  （禰■他事）  

■●■    分1が入鏡欄■に占める¶   ●←ヽ一  

全体平均  15Il煮1   ーこ！ヽ1■  一里ヽl■  一閃≠乗■  5（〉％BL上   

繰t資義  37：）  
ht切帥  

●■●†÷   

④伊胤カテーテル  162  190     160  140  t」ヰ0   
■■処t  相月  11l  

01  
■■t■   19  
人工遭析  匹  35     42    D5   
⑨人工肛∩  08  08   担  ¢9  0丁  07  

75  80   匝  匡  6コ  78   
モニター∬定  
（心拍・血圧・♯薫杜軸慶）  

⑬q）－ののどれでもない  



医療療養病床は、患者の状態俄によって医療区分1－3に分翳される。最も状態が「撞い」と  
判断されている医療区分1を分類する試案を日本慢性期匿療協会が作成．  医療保険療養病床入院患者（医療区分1）の状態調査  

一重症化指数－  

※平成18年8月の各状態穐が入院患者に対して占める割合を100とした叫合、  
平成之0年8月の同割合のま化を重度化緒数として衰示する。   

（1）zつの大分類  

医療区分1の分類  
【臣■区分l－1】  

・1鷹暮■■書（JCSユ○以上）  

■肝不全（農水轟鷹NH4C1100m†／dl以上〉  

・ClくD（クレアチニンヰl▼t／dl以上）  

・迂知オ（Ⅳ）  

・脱水（8UNヰ0爪■／dl以上）  

■傷芽■（Alb3■／dl以下）  

・Hb8■／dl以下  

■白NP1500以上）  

・血■（鼠鴫血■150M■／dl以上 HbAle7以上）   

【臣■区分l－3】  

■暮」■■書（JC≦■20－10）  

▲馬ターミナル（倉命6ケ月）  

▲才知鷹（コ）  

▲脱水（8UN〇Om■／dl以上）  

・仕業暮（Alb〇 5g／dl以下〉  

・Hb9■／dl以下  

・BNP（100以上）   

t医療区分I－2】  

■区分1－3．141－5一以外でADL区分ユの人   

【匿慮区分l－り  

・区分1－31－41－S以外でAD」区分12の人  

【匿■区分l一ゝ】  

・暮鷹霊■■専（JCSlOO以上）  

・癌クー≡ナル（余命1ケ月）以上  

・肝不全（農水ホ鷹NH4C11201▼■／dり  

・CKD（クレアチニン6■叩／dl以上）  

・叫▲t積発作  

・個性月欄冊（纏t業霊）  

・ll■取引（7向／日以下）  

・全■手輌■1ケ戸以内  

・その他の■豊丘（CRPS以上 1抽斗▲少 ウイルス性など）  

・■水．心暮瀧貯ザ  

・享ヨ、幻簾  

・■体外Il虚状（王鷹）  

・認知虎（M）  

・自栓企E  

・＃治■血圧  

（治■にもかかわらす8中■ホ血圧180口1巾Hl以上喜iナる例）  

・心不全（■鷹非代償性）  

・SA巳．AVB（Ⅲオ）SSS  

・檎止（■0以下）RorIT ■t（一波500／nl‖1以上）  

・脱水（BUN501¶■／dl以上）  

・唯巣暮（Aトb2 5■／d皿下）  

・Hb7■／d卜以下  

・BNP（10（〉0以上〉  

・血t（b韓血■200√∩▲／d】以上．HbAl亡8以上）  

平成18年魔8月（n＝2．62ら）   平成20年度8月（n＝2．811）   暮度化指■菜   

医療区分1－3－1－5  3．506  133．6，も  ヰ．997  175．91   1ユ2   

匿■区分1－1－l－2  1．182  ■5．0t■  1，●85  ■9．5≠   110  

平成10年丘8月（∩＝2．625）   平成20年度○月（n＝2．糾1）   霊度化柑■※   

医療区分1－5   1．585  60．41札  2．●24  15．3≠   車‖   
匿瘍区分1－4   733  27．9≠   ！69  さl．1≠   122   

声■区分1－3   †．188  ■S．3ヽ  1．60▲  5も．5≠   12ら   

声■区分l－2   38｝  1ヰ．8t■   ヰ7ユ  16．右≠   112   

匿ホ区分1－1   7き3  30．2th   932  32．8   109   

※医療区分1－5は、2年間で約1．4惜となり、入院患者の王射ヒが進んでいることがわかる。∩  

救急出動件数及び搬送人員の推移  

一ト′■一  ■ん▲  －I  

‾  

一∴▲▲■ ギ十，6．．8万人せ加  r▲■  

暮γ  

ご｛ご′  

rれ▲▲緻■lの1茨Jt■縄儀鱗隅斤）  

平成加年1（〉月11日「E■保牡行政の規枚とょ1」厚生芳≠雀侵快几 匿■諌■ 佐藤蠍愕氏の■糾より引用  

救急搬送において受入に至らなかった理由   

○歎急鞭送において受入に至らなかった理由「として、以下の項目が挙げられている。  
表1一 受入に至らなかった理由ごとの件♯（匿■■膵の区分lこ▲らす■什したもの）  

■ 
・ ・・ 

．，．． 

表2．第三次救急医膚機蘭に限ったもの●2  表3 第＝次職急医療札関以下に隕ったもの・  

好 い丁れも、瞞Åが．奉■胴に即したものの受入に至らなかった■≠l二おいて、臣■脚とのt虚での   

やりとりのゅで即き取った内野を∴割妨側の劇■『l貯1－7「℡ハ1嘉‖■Hlト1・の  

＝ 棚l＝おけ洲入州く冊州庁平…3月11日J   
平成19年ヰ‖＝行われた㈱のうち 暮鍾以．上㈹人■即1人から卿、b】9裾について椚tした絶■  
・2㈱のうち▲侶可…、繍王れ 事買■．… t肌、広■れ、…rおけるⅢ  

平…lO月11日r腑の棚」l■珊榊珊皿氏の■…引用   

】 
丁潤  



力l仝Jq．1   

積極的に参加したい   2▲1   76．0   

乗†午付きで℡ⅨIしたい   56   1「．J   

参加した〈ない  7  2．2   
18   その他  12  

無回答   D3  

割合（％）   

人工呼吸器装着  55  17．4   
人工透析虎壱   

三・．ニー  114  ユ60   
その他  108  34．1  回答病院数            33  1【〉．■  TPN  1†3  ユ5．6  気管切開  166  52．4  重度意三▲障害  141  ヰ4．5  

う次徴急指定病院を対象とした療暮病床との逓襖に閲するアンケート集計調査よリ  

2 もし、あなたの地域で急性期病院と療養病床との間に連携システムを   
作ることになれば、参加されますか。  

積極的に参加したい   

その他  3  4，2  回答病院働  割合（％）    60  83．3  条件付で参加したい  8  11．1  参加したくない  ロ  1．4  
割合（％）   

感じている   

感じていない  0  00  
回答病院数      71  1000  



3 救急外来患者のうち療養病床での治療が可能と考えられる疾患を選んで下   

さい。（∩＝70）（複数回筈）  

病院■  ヽ  娯¢性肺炎  1I  55．丁  躍椎圧迫甘折（保存的治癒）  6ユ  90．0  脱水  54  7丁．1  尿路感染症  ヰ9  70．0  絶末期を迎え介曇l施設から搬送されてきた患者  60  8S、7  その他  5  7．1   

〔東京〕3次救急病院と療養病床との連携  

モデル事業（平成2■0年妃月一平成21年4月）   

3次救急1病院（東京都立府中病院）  

＋  

療養廟床8病院  

平成21年5月20日  

東京都療養型病院研究会の活動としてスタート  

3次救急 3病院（東京＃立府中病院、杏林大学医学部附属病院、  

式i野扉十字病院）  

＋  

療養病床41病院（事務局：東京都療養型病院研究会）  

〔大阪〕3次数急病l完と療養病床との連携  

連携実績（H2。．12．1。＿H21．5．31）   

■転院調整可能例 39例（71！り  
（内 2例l云院直前に死亡、1例I云院直郁l急変）  

急性期例 8例（転院せず2）慢性期例 30例 他1例  

■転院日程調整中 3例（5％）  

【大阪〕3次救急病院と療養病床との連携  
3次救急病院10病院  
＋  

療養病床  24病院（コーディネーター‥平成記念廟杭）  

連携実績（H20・12・10－H21・5・ 

● 連携紹介数 55例  

口男性 36名、女性19名  

01闇才一99才（平均70．4才）  

急性斯例11例（転院前死亡1）慢性糊例 43例  その他1例  

紹介患者の依頼までの在院日数 0－143日（平均19．4日）  

3週間以上入院例18例  

■ 不調例13例（24†i）  

一不調理由  
・整形外科的処tのため  
・家族希望  
・費用面  

濱床・地域性  
l云暁希望中l折  

排梱・暴力行為 など   



医療・介護負担対照表   
罰X伯．ユ月  

名   楕   点■ （烏／8）  10日間入痍（円）  20日【巾入虎（円）  l＝ ■禽の1日乎l勺（円）  
●す●■l叫J   

暮t●｛●  

′lイけユニヮ一入l完凰，■曹紳   3．7（】0  J7【〉【氾D   †4q（拍0   37D【〉○  

71入顧棚   ト555へ・1983  198JO（）  382．140   t9，83D  

触病魚  101入院11料   】300－・1，728  172BOO  ユ3l，l▲0   17，280  

131入l昆1嘉料   し092・－1－520  152000  2烏9糾8   15．200  

151入坑蓋1｛   95l・－しユ82  138200  282．210   tユ．820  

重患性岬  憂患性¶入芹E匿■t環銅   2．050  205000   l10．000   20．500  

l卦止力  向檀¶」♪せ－斤一シ】ン渦入闘  t．595－l．7ヰD  159，500－1丁4．0【〉0  コ柑．0く氾・－318D08  16．8丁5  

医療，■霊  柵暮ホl▲入場★れ（▲一日  750－・t．7D9  75．000－り0，900  150．000－・3●1800   

イト臓暮聖圧■無捜  （▲且サーでス■（l〉雛1蟹■霊・暮床1〉  68コーl．3：川  68．300一－1コ3．100  ■ ■lJ   ■■：ll   

介鮒暮型老人保賊t貴  
介11促繍  

鳥pサー｛ス  
、  ＝  7コ4一一1D2？  7ユ．ヰ00－102．200  ＝柑．巳08・一20t108  878D  

介護老人‡l礼農技  
（絶妙サビス■（l）■書蟹■王事匪壬）  589Y933  58．90（〉－93．3（】0  117．808・－＝lち．600  丁61D  

※たr≡し．早良平均であり．基本詳分のみで出来高は含まない．  

【大阪】3次救急病院と療養病床との連騰  

ロコーディネーターが受入を問い合わせた件数：  

1～9施設（平均2．4施設）  

■紹介から転院までに要した日数：0日～11日  

（平均4．0日）  

紹介当日転院例 5例（急性期例4／6例＋その他1例）  

〔大阪〕3次救急病院と療養病床との連携  

紹介患者状態（n＝55）  

人工呼吸器装着  

気管内挿管  

気管切開  

酸素投与  

2～3時間ごとの吸引  

認知症 or 精神疾患  

10例（18．2％）  

6例（10．9％）  

20例（36．4％）  

25例（45．5％）  

3Z例（5臥2％）  

細り（12．7％）  



入院月平均医療区分之07    分   入｛月の平均■■区分  

合計  合t†               †  

1▲  ヱ5－l  
JlI  l  
川○  

lO            55  

入院から ■■■▼                                                                         巳    I     l■  

lユ  11  ○  5       0  
B        0■  ヨ  0l  肘 ：           ～¢3  

†こl  1†  5  ■I  l  
ヨ  

入幌 ●■中  ●7  

■l    ヨ  
6ケ月Ⅶ；   91≡    圧          O     S  5ユ  
料‡ 7叫    M        ■5）  l    lS  175  
1ケ員蘭■    lO：  i         Ol  

ll    ～ヱ  
1l  

入l完も、ち 死亡まで                                                 07                              酌  
22            07  

凹  †  
合か  川51： 1‖             ○  t000   

l※医療区分－で入院した患者は50．3％が退院している．医舶分が高くなるほど死亡退院が増加してし鴨l  

3．匿療区分3およぴ2について述べ入院患者数、   
期間：平成20年10月より平成21年3月まで（6ケ月間）   

医痍良険療養病床入院患者延べ数   
※医療区分2・ユが71．4％を占める   
超壬症・埠比重症の患者は8．4％である   

■■■‡ヽ      t■t■●■■虎    ＝丁川＝ 川00      ■●正分3   5‖700：ヱlO モのうち3礪B以上さ■【t■曾）lり■】：い  ■■区分2  …2仙岳 よのうち318損紺（叫11…≡り   

4医療療養病床患者の退暁先（平成20年10月より平成21年3月まで）  

■         川■■あたり（▲）※退院書のうち、介護良 険施憺へ18．7％、在宅 11丁…蒜……：；芸完誌㌫・ したものと思われる。 司l苧亡退院は朋・M綾 占め、看取りの機能も 享≠‘大きい 1l1：・   ■●■● ■●  ll■■【岬町            ●■■【■■〉                   ■●■■■▲（棚〉            介■■■ ■■  介■■●■▲（■l■〉              介■■■■慮（■■）        ■ヽ■●■■        ■I■tllt人ホ」▲       ■■  グループ′トー⊥．小蠣Ⅷ■■■■■事■              ■t       ■亡〉■■             寸の●t■■ホー▲、■■■■払ぃ  
ーケ用 ≡ まケ朋    3ケ月8  ○ケ月日  6ケ月日  

lケ月Ⅳ  

2ケ月Iq  

ー［ニヨ         3ケ月l『  
入快から ■■■ナ                                                   4ケ月間    190    †TO  亡∃  

Sケ月¶    11●    I▲4  
もケ月†¶  

1ケ月M    か‖  

射り川l    207    ■■■■’ロヨ         コケ月Ml  

入瞑 ■l■中                                            ……［ヨ       ■ケ月〝        】○？  

8ケ月M    2D■    】0】  

6ケ月IM      207  

入l菓から 死亡まで  1ケ月M                 2ケ月lⅦ    】5†    ‘［二司         コケ月l¶    ヱ●l    ‥’■ロヨ       4ケ月Ⅶ        252   ‖‖［二司               】■5  



日本慢性期医療協会 チーム医療に関するアンケート調査   
実施‥平成21年4月（明査対象＝会員81瞞毀 国許施段数＝197施設）   

1病床種別と病床数   

一 合M平均 回答彿眉■  麟床■合l†  全●l床■に  

1   1丁小帽11AAn ．しl  （床）  占めるtl含（ヽ）  

ト■■斗   さ●＼J  158  

①甥株疾■1   ■  178  
②織凧疾■2   0  0  00  

③匝1期リハ痍練1   8  49l  

動調川リハ■攫2   0  0  ひD  
⑤叶書著鷹貯零入院基本料   20  119q  3～  

匿  01  

⑦上記以外の一般■床   55  3引ほ  9）  
■  175  17375  11I  

⑧●義■計入院▲本桐   Il†  】tコ†0  M‖  

区  コ8  217  十I  
■  爪用  1l  
①介醜優性移行攣■■穐   7l  02  
①⊥E以外の■義ホ床   ナ  ！n5  08  
Il鶉■床   －l  】125  Ii  
l小   1！  り‖1  ごl  
⑯特殊疾■   3  ＝川  05  
⑯上世以外の糟神■床   13  21＝   

その他の痍床   2    02  

ナ「1義保践ホ床   110  】0†コ1  273  

介 ■  108  9I8】  28I  
保 ■  
開通智介は■義型瞳■施設   0  D  

含t†  川‘、も      ＝‖  ：＝P45   

2 有性・介護職以外に雇用している職種  

常勤十非常勤  100床あたリ  

（常勤手■算人数）  （人）   

医師   1．678   4．5   

理学療法士   l，595   l．ユ   

作業療法士   l．12丁   30   

書芸酉観賞士   lユ2   l．2   

薬剤師   840   t．7   

管理業義士   42l   

栄養士   ＝9   0．4   

臨床検査技師   39（〉   

診療放射線技師   375   l．0   

社会権祉士   313   0．8   

精神保せ福廻士   9，   0．ユ   

臨床心眉土   35   0．1   

医療クラーク   234   0．6   

歯科衛生士   100   D．3   

音楽療法士   0．0   

園芸療法士   l   0．ロ   

臨床工字技士   121   0．3   

視能訓は士   3   0．0  



3．コメディカル陣貝の病棟への配置状況（棟数回答）   

ユー1病床檀別からみたコメディカル職員の配遭  

全■床■（床）  l巳t●l庚■（ロ：）   さ●l床柵別lニ 占麟〉る■l合（u   

－■■床   8。Iら才  t121   Tll  

（Ⅰ）♯醜痍▲1   ■ヱl   12l   101l  

丁●■●●t   

③国■｛リハ■牡1   ■M   42丁   帥■  

④屈傭欄リハ■繍2   

⑧■書●轟∬爛入牒暮本員   l－1帥   l∫l   †tl  

⑥●粕ケア   15   粥川  

■  1引ほ  之」■l   OTT  

●  1丁17う    】，丁  11l  

●  †l．】10    丁：け  堤○  

⑨個Ⅷ欄リハ■■l   J．1門  ∃け丁  †▼●t  

ll  

叶什■■■■巧■●■●   

ゆ上鮫似れの■■■匪   205   ※どの痍床種別にお  
●■■■   いても、50ウも以上の病  
Il こ   l．01l   榛に⊃メデイ九ルネ員  
洲熟痍轟  が記正さ九ている。  
⑬上記以外の和■■庄   2一■11   り■予   82■  

りし→∴J   11〉り1   島．～7●   8！0  

介 ‖  0．引‖   

● ■  別柑  ■い         7▲  7●   100D        ＝l   I†l  

tt■tサ■■■t■●■■   

禽l†  37ひ15  27引川   158   

4．チーム医療でリーダーを担っている削l（楼数回苔）（回答＝194施設）  

絶世■  ヽ   
■■   

155  丁99   ※チーム医療でリーダーを担うと回答した  
■11■▲  のは 匡鋳 著性職員が圧倒的に多いが、  
t耀菓暮士   3Tl   それ以外の 職種の回答も多く、まさに  
理事欄闇士   ll  35t   多微積で愚書の医療、ケアを行っている  
■■■   い  ユl■   ことが観み取れる。  

介Il●1   10  ユりl  

義1食Il祉士   3，  ！Ol  

作義■i孟士   II 101 

■●■t   】丁  用＝  

tll■▼土   ‡4  †Jl  

ll床檎t技師  2j  Ill  

日用  い■                n  

ケアマネジャー    l†  

鯵■放射牡技面  lS  7丁  

■ヽ■tl   9  ●8  

＝・∴・…   l  ■l  

れ｛欄■†l穐士    3‘  
監■クチーク   4  

ll床工肇技士   l  2l  

集暮士   3  15  

鶴床心覆土   2  18  
鯵■†t帽tl士    十小  

5．どの職橿を重点的に配置すれば、看護・介捜槻員の事務の負担軽減につながると思うか   

（複数回答）（回答二185施股）  

※看護・介護の負担軽減につながる舶靂  
理学療法士   42．丁   として、医療クラーク、リハビリスタッフ、  

薬刑師   70  37．8  薬剤繹が上位にあげられている。  

作1療法士   
施設牡  ＼     医療クラーク  105  50．0     ロ  

85  J5．l  

雷冨き味覚土   50  27．0  
歯科衛生士   18  2l．0  
：・：＝   lゝ  24．3  

徹さ糧祉士   39  2l．l  
介護栂祉土   0．5  

臨床棲董技師  25  tユ．5  

管理栄義士   2l  1ユ．0  
臨床心理士   15  11  
臨床工学技士  10  5．1  

鯵瘍放射縛技師  8  4．3  

精神保櫨禰祉士    1l  

音楽療法士   1l  

栄■士   8  3．2  

園芸汝法士   1  Z．2   

6チームとしてどのような金線があるか（複数回筈）（回答：柑5施憬）  

194  99．5   

医療安全対策委員会   192  98．5   
祐■委員会   187  95．9   

131  67．2   施設数  ＼  感染症対策委員会                  症例カンファレンス      サービス担当者台欄  115  59，0  NST  10ヰ  53．3  入退院判定会≠  103  5之．8  ターミナルカンファランス  48  23．6  排泄委員会  38  19＿5  その他  87  34．4   
※病院ではさまぎまな会蠣甘Ⅶ催   
され、血雉ケアのみでなく間練的   
ケアの時間も多い。   



72 各会繕こおける参加ぬ檀（複数回苔）   

【施投数1  

■tt■●      i＝L35】いユ～    ，一－ユ53   H7い1559      00  Z℡00   ＝l00   ＝巨用い可いlop  

7 会櫨の構成メンバーの駄檀について  

71全会議対象参加†敵手Iについて（複数回筈）  

粥川   
Ill   

t理箕暮士  Tt‖  834   

745  ㌫＝   

轟鰻■  ヽ  t■●●      医師            ■′      介護■■  l？）  5‘l  理事療法士  Ill  538  社食†l紐士  jlO  31丁  情義■三重士  】l■  コ8丁  ■ヰ■t廿■  ）才0  別‖  富浦攣儀士  Z5二】  ロ  ＝・・   一 ＝石  ナ十ナ  ロ  菜義士  8l  ll  臣■クラーク  ll  ロ  糟♯保■li祉士  58  18  醜床工雫技士  5：I    ■私傷生士  ◆◆  31  臨床心眉は  川  F  音糞療法士  l  05  神川引M欄士  ロ  04  声芸■法士  B  04   

※会はが多端橿で構成されている   
ことが示されている。  



「患者分類に基づく慢性期入院医療の質の  

評価等に関する調査研究」報告書（概要）  

1．事業の背景   

平成20年度の診療報酬改定により、医療療養病棟に「治療・ケアの内容の評価表（Quality  

lndicator，Ql）」による評価と、該当患者に対しては「治療・ケア確認リスト（確認リス  

ト）」に基づいて治療・ケアの内容を確認することが求められるようになった．また、医  

療区分に分類する基準の一部が変更された。こうした施策を受けて、以下の2つの事業を  

行い、今後の医療療養病棟におけるケアの質の向上のための練題を把握することとした。  

2．事業の概要  

1つの事業は、Qlに着目したケアの質と記録の質を確保するための2病院（A・B）に  

おけるモデル事業である。看護師資格を有する調査コーディネーターが現場に関与して、  
QIとして祷瘡、身体抑制、ADl」を選び、それぞれについてケアを標準化し、井を担保す  

るように各病棟におけるケアの体制及び記録書式を改めた。A病院では襟瘡と身体抑制を  

選び、QIの催そのものは改善しなかったが、看甥巨介護職とのコミュニケーション機会の  

増加、意欲の向上、カンファレンスの定着、確認リストに対応した記録の充実などの成果  

があった。B病院では、QIで規定したADLの低下ではなく、向上を指標として選び、改  

善した事例がみられた。また、リハビリテーション部門と病棟ケアの連携の重要性が1略鼓  

され、ÅDLに着目した看護盲己録が増えた。   

もう1つの事業は、現場におけるQI及び確認リストの活用と、医療区分の基準変王へ  

の対応状況を把握するための坊間調査である。全国の8病院に対して、医師、看護師長に  

インタビューをするとともに、該当患者の妃録および状態を確認した。その結果、QIは記  

載されていたが、定義の理解が不十分なため、正しく算出きれていない場合があった。ま  

た、質の評価としてはほとんど認織されていなかった。   

次に、確認リストについては、rあり」に対応したケアの内容が、看穫計画や経過記録  

において明確に記載されていなかった。さらに、医療区分の基準変更については、病院間  

や医師間で基準の解釈に幅があることが明らかになった。例えば、「酸素療法」は、毎月、  

酸素療法を必要とする病態かどうかの記録が求められているが、実際に記録が確認できた  

のIi2病院のみであった。一方、「うつ症状j や「暴行」は、判断基準や治療・ケアの対  

応方法について不安があるため、該当する場合もチェックされていない可能性が示唆され  

た。  

3．事業の結果   

以上、2つの事業を通して、以下の点が明らかになった。   

第1に現状ではQl、確認リストは診療報酬のために必要な書類の追加としてしか認識  

されておらず、質の評価・改善に結びついていない。   

第2に、モデル事業で行ったような看護・介護職員に対するケアの目的意識および看護  

計画・経過記録を改めることによって、質の向上に設立たせることができる。   

第3に、QIの借を病院単位で比較できるようにすれば、病院職月の質向上のモチベー  

ションを高めるうえで役立つ可能性があることが示された。  

1   

参考資料 2  

21、6．11  

中央社会保険医療協議会・診療報酬調査専門組崩   

慢性期入院医療の包括評価調査分科会提出資料  

「患者分類に基づく慢性期入院医療の質の  

評価等に関する調査研究」報告書（概要）   

平成21年6月11日   

健康保険組合連合会  

く総括図〉  

＜背景＞   

2008年4月の診療報酬改定  
・治療・ケアの内容の評価表（QI）と「治療・ケア確認リストjの導入→質の評価  
・一部の医療区分の基準の変更→状態像や実施したケアの記録の必要性  

＜目的＞  

1．Qlの領域に着目したケ  
アの改善と記録の連動  
を試みる  

2．QIや医療区分の基準改定   
への現場の対応を明らかに   
する  

＜訪同王l主事稟：医療■業病棟における平成20  
年度の基準改定の適切性に関する辞査＞   

＜概辛と方法＞  

全国の8病院の医師および看護師長に、イン   
タビネーや記録の確認を行い、QIや「治療・   
ケア確藩リスト」の活用や医療区分の基準変   
更への対応状況を明らかにする  

＜モデル事業二医療■暮病帆こおける治療・ケア  

の現状把櫨と改善への試み＞   

＜♯要と方法＞  

2病院の5つの病棟で、看護師資格を有する   
調査コーディネーターが、現場の職員ととも   
に、選定したQI領域のケアを標準化し、賞   
の担保するケア体制を確立し、記録書式を改   
める。関与後、ケアの改善を評価する  

＜総括＞  

◇医療療養病棟におけるケアの貰および記録についての課題  

・ 現状では QI、確認リストは診療報酬のために必要な書類の増加としてしか  

！粗誇されておらす、質の評価・改善に結びついていない  

・  モデル事業で行ったような看護・介護職員に対するケアの目的意識および看  

護計画・経過記録を改めることによって、質の向上に設立たせることができ  

る  

・ QIの値を病院単位で比較できるようにすれば、病院職Åの質向上のモチベー  

ションを高めるうえで役立つ可能性がある  


